
87 － 精神障害者と人権（横藤田）
　
　

精
神
障
害
者
と
人
権

　
　
　

 
―― 

不
利
な
立
場
の
人
々
の
人
権
保
障
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）

横
藤
田　
　
　

誠

は
じ
め
に

一　

精
神
障
害
者
に
な
ぜ
人
権
が
保
障
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
？

　

（１）　

精
神
障
害
者
の
「
不
利
な
立
場
」

　

（２）　
「
医
療
モ
デ
ル
」
と
「
人
権
モ
デ
ル
」
――
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
位
置
づ
け

二　

精
神
障
害
者
と
人
権
――
ア
メ
リ
カ
の
経
験

　

（１）　

植
民
地
時
代
か
ら
二
〇
世
紀
ま
で

　

（２）　

一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
「
革
命
」（
以
上
、
本
号
）

三　

精
神
障
害
者
と
人
権
――
日
本
の
過
去
と
現
在

四　

日
米
の
経
験
か
ら
浮
か
び
上
が
る
課
題

お
わ
り
には

じ
め
に

　

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
が
明
ら
か
に
侵
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
権
力
に
よ
る
そ
の
よ
う
な
処
遇
が
憲
法
に
違
反
し

て
い
る
と
断
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
訴
訟
に
も
至
ら
な
い
例
が
み
ら
れ
る（

１
）。

い
っ
た
い
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か（

２
）。

　

人
権
は
本
来
、「
人
で
あ
る
か
ぎ
り
」（
固
有
性
）、「
誰
で
も
」（
普
遍
性
）、「
い
か
な
る
権
力
に
対
し
て
も
」（
不
可
侵
性
）
保
障
さ
れ
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る
は
ず
だ（

３
）。

と
こ
ろ
が
、「
人
は
、
自
由
、
か
つ
権
利
に
お
い
て
平
等
な
も
の
と
し
て
生
ま
れ
、
生
存
す
る
」
と
定
め
る
フ
ラ
ン
ス
の
「
人

お
よ
び
市
民
の
権
利
宣
言
」（
一
七
八
九
）
の
も
と
で
、
女
性
、
財
産
を
持
た
な
い
男
性
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
有
色
人
種
、
植
民
地
の
奴
隷
等

は
権
利
主
体
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た（

４
）。

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
「
文
明
と
い
う
も
の
を
持
た
ず
、
植
民
地
の
何
た
る
か
、
フ
ラ
ン
ス
の
何

た
る
か
を
知
ら
ぬ
ア
フ
リ
カ
人
に
、
ど
う
し
て
自
由
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
述
べ
て
、
人
権
宣
言
に
い
う
「
人
」「
市
民
」
に

黒
人
は
含
ま
れ
な
い
と
断
じ
た）

5
（

。
つ
ま
り
、
人
権
理
念
が
法
概
念
と
な
っ
た
当
初
か
ら
事
実
上
人
権
主
体
か
ら
除
外
さ
れ
る
人
々
が
い
た
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
の
後
、
人
権
保
障
の
機
運
が
世
界
に
広
が
り
、
そ
れ
に
希
望
を
見
出
し
て
自
ら
の
苦
境
を
人
権
侵
害
と
捉
え
て
問
題
提

起
す
る
人
々
が
増
え
て
い
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
黒
人
、
女
性
、
障
害
者
等
が
直
面
す
る
問
題
の
改
善
に
人
権
が
果
た
し
た
役
割
は

極
め
て
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
現
在
も
な
お
苦
難
の
生
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々
が
多
数
存
在
す
る
。
人
権
が
す
べ
て
の
人
々
を
幸
福

に
す
る
魔
法
の
杖
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
人
権
に
か
け
た
希
望
が
十
分
に
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

近
年
に
い
た
る
ま
で
人
権
が
事
実
上
保
障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
代
表
格
が
精
神
障
害
者
で
あ
ろ
う
。
精
神
障
害
者
が
人
権
を
享
有
し
な

い
と
い
う
者
は
い
な
い
が
、
精
神
科
医
療
に
お
い
て
長
年
人
権
が
抑
圧
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
り（

６
）、

今
日
で
も
完
全

（
１
） 　

二
〇
一
八
年
一
月
、
旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
強
制
不
妊
手
術
を
受
け
た
六
〇
代
の
女
性
が
、
全
国
で
初
め
て
国
に
謝
罪
と
慰
謝
料
を
求
め
仙
台
地
裁
に
提

訴
し
た
。
強
制
不
妊
手
術
を
否
定
し
た
法
改
正
か
ら
す
で
に
二
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

（
２
） 　

私
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
横
藤
田
誠
「
不
利
な
立
場
の
人
々
の
人
権
」
後
藤
玲
子
編
著
『
正
義
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
四
九
‒六
〇
頁
で

概
観
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
３
） 　

芦
部
信
喜
（
高
橋
和
之
補
訂
）『
憲
法　

第
六
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
八
〇
‒八
二
頁
。

（
４
） 　

辻
村
み
よ
子
＝
金
城
清
子
『
女
性
の
権
利
の
歴
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
四
八
‒五
〇
頁
。

（
５
） 　

西
川
長
夫
『
フ
ラ
ン
ス
の
解
体
？　

も
う
ひ
と
つ
の
国
民
国
家
論
』（
人
文
書
院
、
一
九
九
九
年
）
一
五
一
頁
。

（
６
） 　

詳
し
く
は
三
で
述
べ
る
。
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に
克
服
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い（

７
）。

　

明
ら
か
に
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
精
神
障
害
者
が
何
故
権
利
救
済
手
続
を
行
使
し
な
い
の
か
。
こ
の
古
く
て
新
し
い
問
い
が
、
国
会

で
提
起
さ
れ
た
稀
な
例
が
あ
る
。
一
九
八
四
年
三
月
二
日
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
の
場
で
あ
る（

８
）。

あ
る
議
員
が
法
務
大
臣
の
所
信
表
明
に

対
す
る
質
疑
の
中
で
次
の
よ
う
に
問
題
提
起
し
た
。「
精
神
障
害
者
の
人
権
の
擁
護
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
、

承
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
精
神
障
害
者
は
社
会
的
に
見
て
弱
者
で
あ
り
ま
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
人
権
の
擁
護

に
つ
い
て
は
あ
る
意
味
で
は
健
常
者
以
上
に
周
到
な
配
慮
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
精

神
障
害
者
で
な
い
者
が
精
神
障
害
者
と
さ
れ
て
強
制
的
に
入
院
を
さ
せ
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
障
害
者
で
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
程
度
及

び
態
様
か
ら
し
て
強
制
的
な
入
院
の
必
要
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
入
院
さ
せ
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
ま
た
、
当
初
は
入
院
の
必
要
が
あ
っ

た
に
し
て
も
、
後
に
治
療
の
結
果
必
要
性
が
消
滅
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
入
院
が
継
続
さ
れ
る
、
こ
う
い
う
よ
う
な
形
態
で
不
当

な
拘
禁
、
こ
う
い
う
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
、
重
大
な
人
権
侵
犯
に
な
り
ま
す
」。
精
神
障
害
者
が
置
か
れ
て
い
る
実
態
に
つ
い
て
諸
外

国
と
比
較
し
た
上
で
、
こ
の
議
員
は
、
全
入
院
患
者
数
の
う
ち
強
制
的
に
入
院
さ
せ
ら
れ
て
い
る
者
が
圧
倒
的
に
多
い
、
ま
た
、
入
院
期

間
が
非
常
に
長
く
、
し
か
も
閉
鎖
病
棟
に
拘
禁
状
態
に
な
っ
て
い
る
者
が
多
数
に
の
ぼ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
不
必
要
な
者
が
不
必
要
な

期
間
、
不
必
要
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
う
強
い
疑
い
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
」
と
断
じ
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
や
り
取
り
の
中
で
、
法
務
省
や
最
高
裁
事
務
総
局
の
担
当
者
か
ら
、
法
律
上
の
救
済
手
段
の
種
類
と
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ

（
７
） 　

措
置
入
院
中
、
閉
鎖
病
棟
の
個
室
に
入
れ
ら
れ
て
足
・
腰
・
手
首
を
拘
束
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
死
亡
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
青
年
の
事
例
（
二
〇
一
七

年
一
一
月
二
〇
日
各
紙
）、
統
合
失
調
症
の
娘
が
両
親
に
よ
り
十
数
年
間
プ
レ
ハ
ブ
部
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
末
死
亡
し
た
事
例
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
五

日
以
降
各
紙
）
な
ど
、
目
を
疑
い
た
く
な
る
出
来
事
が
続
出
し
て
い
る
。

（
８
） 　

小
澤
克
介
議
員
と
法
務
省
・
最
高
裁
事
務
総
局
当
局
者
と
の
や
り
と
り
。
第
一
〇
一
回
国
会
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
録
第
三
号
一
三
‒一
七
頁
。
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た
（【　

】
内
が
実
態
）。
①
人
身
保
護
法
に
よ
る
救
済
【
例
年
六
〇
〜
七
〇
件
の
請
求
事
件
の
う
ち
精
神
科
病
院
入
院
患
者
関
連
が
一
割

程
度
。
一
九
八
一
年
に
請
求
認
容
事
例
が
あ
る
も
の
の
、
近
年
で
は
他
に
認
容
例
は
な
い
】、
②
都
道
府
県
知
事
に
対
し
措
置
入
院
措
置

の
取
消
を
求
め
る
抗
告
訴
訟
【
例
あ
り
】、
③
都
道
府
県
知
事
に
対
し
措
置
入
院
措
置
の
解
除
を
求
め
る
行
政
不
服
審
査
【
八
三
年
に
二

件
あ
り
措
置
解
除
が
一
件
】、
④
本
人
・
保
護
者
が
知
事
に
調
査
を
請
求
し
、
知
事
が
措
置
解
除
す
る
【
一
九
七
八
年
に
調
査
依
頼
一
三

件
の
う
ち
三
件
が
措
置
解
除
し
た
例
が
あ
る
】、
⑤
知
事
が
鑑
定
医
に
病
状
審
査
を
さ
せ
入
院
継
続
の
必
要
が
な
け
れ
ば
退
院
を
命
ず
る

【
一
九
八
二
年
、
鑑
定
実
施
二
九
四
件
に
対
し
退
院
命
令
三
九
件
】、
⑥
入
院
不
当
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
【
一
九
八
二
年
に
提
訴

さ
れ
、
翌
年
一
審
で
棄
却
さ
れ
控
訴
中
の
事
例
が
あ
る
】、
⑦
ほ
か
に
人
格
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請
求
の
民
事
訴
訟
が
考
え
ら
れ
な
い

わ
け
で
は
な
い
【
肯
定
す
る
学
説
は
あ
る
も
の
の
、
例
な
し
】。
議
員
か
ら
は
、「
今
、
少
な
く
と
も
主
観
的
に
措
置
が
不
当
で
あ
る
と
考

え
た
人
の
救
済
手
続
の
種
類
及
び
実
績
に
つ
い
て
伺
っ
た
の
で
す
が
、
極
め
て
数
が
少
な
い
、
申
し
立
て
件
数
そ
の
も
の
が
極
め
て
少
な

い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
…
…
。
申
し
立
て
件
数
自
体
が
少
な
い
こ
と
そ
れ
自
体
非
常
に
奇
異
に
感
ず
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
恐
ら
く
各
種
の
不
服
申
し
立
て
を
す
る
と
い
う
手
続
す
ら
と
れ
な
い
と
い
う
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
医
者
と
患
者

と
い
う
圧
倒
的
な
力
関
係
の
差
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
た
外
部
と
思
う
よ
う
に
連
絡
が
と
れ
な
い
、
あ
る
い
は
と
っ
た
と
こ
ろ
で
家
族

や
保
護
者
の
方
も
出
て
こ
ら
れ
る
と
迷
惑
だ
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
件
数
自
体
が
極
め
て
少
な
い
、
大
変

奇
異
な
感
じ
を
受
け
る
」
と
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
精
神
科
医
療
の
現
実
か
ら
見
て
当
然
の
指
摘
で
あ
る
が
、
答
弁
で
法
務
大
臣
が
「
先
ほ
ど
来
の
デ
ー
タ
を
中
心
に
し
た
や
り
と

り
を
聞
い
て
お
り
ま
し
て
、
実
は
初
め
て
伺
っ
た
実
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
実
情
に
つ
い
て
実
は
大
変
な
問
題
だ
な
と
、
こ
う
い
う
こ

と
を
率
直
に
感
じ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
正
直
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
人
権
上
重
大
な
問
題
が
長
年
、
裁
判
所
で
も

議
会
で
も
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
実
情
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
重
要
な
や
り
取
り
で
あ
る
。
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精
神
障
害
者
に
な
ぜ
人
権
が
保
障
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。
本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
に
お
け
る
精
神
障
害
者
と
人
権
に
つ
い
て

の
歴
史
的
展
開
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
回
答
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

精
神
障
害
者
に
な
ぜ
人
権
が
保
障
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
？

（1）　

精
神
障
害
者
の
「
不
利
な
立
場
」

　

前
述
の
国
会
で
の
や
り
取
り
で
議
員
が
「
精
神
障
害
者
は
社
会
的
に
見
て
弱
者
で
あ
り
ま
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
人
権
の
擁
護
に

つ
い
て
は
あ
る
意
味
で
は
健
常
者
以
上
に
周
到
な
配
慮
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
精
神
障
害
者
が
「
不
利
な
立
場
」

に
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
「
不
利
」
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ
ン
ズ
は
、「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
の
特
徴
と
し
て
、
①
不
利
益
の
現
存
、
②
共
属
感
情
の
共
有
、
③
社
会
か
ら
の
物

理
的
・
社
会
的
な
孤
立
性
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る（

９
）。

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
人
々
（
不
利
な
立
場
に
あ
る
人
々
）
に
共
通
す
る
の
は
、

あ
る
種
の
「
弱
さ
」
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
の
「
弱
さ
」
に
は
、
他
者
や
社
会
と
の
不
可
避
的
な
関
わ
り
合
い
を

要
す
る
〈
存
在
と
し
て
の
弱
さ
〉
と
、
意
思
や
人
生
理
想
を
一
貫
し
て
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
〈
意
思
の
弱
さ
〉
の
二
つ
が
あ
る
と
い

う
見
方
が
あ
る）

10
（

。
こ
れ
を
〈
社
会
関
係
上
の
弱
さ
〉
と
〈
主
体
と
し
て
の
弱
さ
〉
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

不
利
な
立
場
の
人
々
は
、
自
ら
の
生
を
全
う
す
る
た
め
に
他
者
や
社
会
と
の
緊
密
な
関
わ
り
合
い
（
場
合
に
よ
っ
て
は
依
存
）
を
必
要

と
す
る
と
い
う
意
味
で
、〈
社
会
関
係
上
の
弱
さ
〉
を
持
つ
。
も
ち
ろ
ん
、
人
は
誰
も
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
意
味
で
は
す

（
９
） 　

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ギ
デ
ン
ズ
、
松
尾
精
文
他
訳
『
社
会
学　

第
五
版
』（
而
立
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
四
〇
九
頁
。

（
10
） 　

奥
田
純
一
郎
「
死
の
公
共
性
と
自
己
決
定
権
の
限
界
」
井
上
達
夫
編
『
公
共
性
の
法
哲
学
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
三
三
三
頁
。
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べ
て
の
人
が
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
あ
る
程
度
独
力
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
必
要
に
応
じ
て
他
者
・
社
会
と
の
関
係
性
を

作
る
こ
と
が
可
能
な
多
く
の
人
と
、
そ
れ
が
困
難
な
人
と
は
区
別
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
困
難
の
背
景
と
し
て
は
、
子
ど
も
・
高

齢
者
・
障
害
者
・
感
染
症
患
者
等
の
よ
う
に
、
監
護
・
福
祉
・
医
療
を
要
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
意
味
で
よ
り
依
存
的
な
生
を
強
い
ら

れ
る
場
合
（「
依
存
型
」
と
呼
ぼ
う
）
と
、
女
性
・
外
国
人
・
ホ
ー
ム
レ
ス
・
元
受
刑
者
等
の
よ
う
に
、
本
来
は
依
存
的
で
あ
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
必
要
に
応
じ
て
他
者
・
社
会
と
の
関
係
を
築
く
こ
と
か
ら
（
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
）
排
除
さ
れ
て
い
る
場
合
（「
排
除
型
」

と
呼
ぼ
う
）
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
不
利
な
立
場
の
人
々
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
の
中
に

は
意
思
決
定
能
力
が
十
分
で
な
い
人
々
が
い
る
。
こ
の
よ
う
な
〈
主
体
と
し
て
の
弱
さ
〉
を
持
つ
人
々
の
人
権
主
張
に
は
、
一
層
の
困
難

が
あ
る
。

　

精
神
障
害
者
は
、
ギ
デ
ン
ズ
が
挙
げ
る
三
点
す
べ
て
を
強
固
に
備
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
福
祉
・
医
療
を
必
要
と
す
る
（
依

存
型
）
と
と
も
に
、「
危
険
な
人
」「
何
を
考
え
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
人
」
と
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
や
す
い
（
排
除
型
）
と
い
う
、
二
重

の
意
味
で
〈
社
会
関
係
上
の
弱
さ
〉
を
抱
え
て
い
る
。
加
え
て
、
意
思
決
定
能
力
（
特
に
治
療
に
関
す
る
判
断
能
力
）
が
相
当
制
約
さ
れ

て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、〈
主
体
と
し
て
の
弱
さ
〉
を
持
つ
面
が
あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
重
層
的
に
不
利

な
立
場
に
あ
る
精
神
障
害
者
に
と
っ
て
、「
強
い
個
人
」
像
を
措
定
す
る
人
権
理
念
が
十
分
に
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

は
容
易
に
想
像
で
き
る）

11
（

。

　

私
は
か
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
精
神
障
害
者
の
強
制
入
院
制
度
の
憲
法
的
評
価
の
歴
史
的
展
開
を
探
っ
た
論
稿
の
終
焉
近

く
に
、次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。「
合
衆
国
は
日
本
と
比
較
し
て
、憲
法
の
役
割
が
大
き
い
社
会
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

（
11
） 　

横
藤
田
・
前
掲
論
文
（
注
２
）
参
照
。
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施
設
と
い
う
カ
ー
テ
ン
に
隔
て
ら
れ
、
専
門
性
と
い
う
敷
居
に
遮
ら
れ
て
い
る
、
政
治
的
に
発
言
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
こ

と
の
少
な
い
精
神
病
者
に
対
し
て
は
、
憲
法
の
光
は
な
か
な
か
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
憲
法
の
役
割
の
限
界
を
示
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
憲
法
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
自
ら
声
を
あ
げ
て
保
護
を
要
求
す
る
積
極
的
な
人
（
グ
ル
ー
プ
）

か
、
ま
た
は
社
会
の
関
心
を
引
き
受
け
る
こ
と
の
で
き
た
人
（
グ
ル
ー
プ
）
で
あ
る
と
い
え
る
。
自
ら
発
言
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
精
神

病
者
は
、
社
会
が
注
意
を
向
け
た
と
き
に
の
み
憲
法
の
光
を
浴
び
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
」）

12
（

。
そ
の
後
、
状
況
は
若
干
変
化
し
た
も

の
の
、
こ
の
記
述
は
現
時
点
で
も
修
正
の
必
要
を
感
じ
な
い
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
日
本
で
も
同
様
な
状
況
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　

た
だ
、「
憲
法
の
光
を
浴
び
る
」
こ
と
の
意
味
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
米
で
相
当
の
違
い
が
あ
る
。
精
神
障
害
者
に
対
す
る
人
権
保

障
を
め
ぐ
る
問
題
構
造
を
、
日
米
の
歴
史
的
展
開
を
比
較
す
る
こ
と
で
よ
り
リ
ア
ル
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

（2）　
「
医
療
モ
デ
ル
」
と
「
人
権
モ
デ
ル
」
――
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
位
置
づ
け

　

本
論
に
入
る
前
に
、
精
神
科
医
療
と
人
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
が
世
界
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
の

か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
こ
数
十
年
、
精
神
科
医
療
を
め
ぐ
っ
て
、
健
康
に
最
大
の
価
値
を
置
く
「
医
療
モ
デ
ル
」
と
、
自
律
と
平
等

を
重
視
す
る「
人
権
モ
デ
ル
」が
激
し
く
対
立
し
て
き
た）

13
（

。
特
に
、強
制
入
院
の
対
象
と
な
っ
た
患
者
に
対
す
る
治
療
の
強
制
を
め
ぐ
っ
て
、

議
論
は
沸
騰
す
る
。
前
者
は
、
治
療
提
供
に
よ
っ
て
の
み
正
当
化
さ
れ
る
強
制
入
院
の
患
者
に
治
療
拒
否
権
を
認
め
る
の
は
背
理
で
あ
る

（
12
） 　

横
藤
田
誠
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
精
神
病
者
と
憲
法
―
強
制
入
院
法
の
歴
史
的
展
開
―
（
三
・
完
）」
広
島
法
学
一
四
巻
一
号
（
一
九
九
〇
年
）
九
九
‒

一
〇
〇
頁
。

（
13
） 　

横
藤
田
誠
「
抗
精
神
病
薬
強
制
投
与
に
対
す
る
法
的
対
応
：
そ
の
国
際
的
動
向
」
臨
床
精
神
薬
理
一
四
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
四
七
‒五
三
頁
。
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と
し
、
医
療
的
判
断
に
よ
っ
て
治
療
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
は
当
然
と
論
ず
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
、
精
神
疾
患
を
持
つ
と
い
う
だ
け

で
は
患
者
の
治
療
に
関
す
る
判
断
無
能
力
の
証
明
に
な
ら
ず
、
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で
無
能
力
が
強
制
入
院
の
要
件
に
含
ま
れ
て
い
な

い
か
ら
、
強
制
入
院
患
者
イ
コ
ー
ル
判
断
無
能
力
と
は
い
え
ず
、
法
的
に
無
能
力
と
判
定
さ
れ
る
ま
で
は
治
療
拒
否
権
が
当
然
認
め
ら
れ

る
と
主
張
す
る
。

　

次
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
人
権
モ
デ
ル
を
牽
引
し
て
き
た
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本

は
、
個
人
よ
り
も
共
同
体
を
重
視
す
る
文
化
に
基
づ
い
て
「
医
療
モ
デ
ル
に
堅
く
根
ざ
し
て
い
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る）

14
（

。
ま
た
、「
精
神

疾
患
を
有
す
る
者
の
保
護
及
び
精
神
保
健
ケ
ア
の
改
善
の
た
め
の
原
則
」（
一
九
九
一
年
一
二
月
一
七
日
国
連
総
会
採
択
）
策
定
時
に
医

療
モ
デ
ル
の
強
力
な
主
唱
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
共
同
体
志
向
の
表
れ
と
し
て
医
療
保
護
入
院
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
も
含
め
世
界
の
多
く
の
国
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ほ
ど
人
権
モ
デ
ル
を
徹
底
さ
せ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
後
に

見
る
よ
う
に
、
実
は
ア
メ
リ
カ
も
医
療
モ
デ
ル
的
な
要
素
を
無
視
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、
日
本
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
医
療

モ
デ
ル
を
追
求
し
て
き
た
が
、
迷
い
な
く
そ
う
し
て
き
た
と
も
い
え
な
い
。
全
く
交
わ
る
と
こ
ろ
の
な
い
よ
う
に
見
え
る
両
国
の
歩
む
道

に
共
通
す
る
の
は
、〈
自
由
〉
と
〈
健
康
（
福
祉
）〉
の
相
剋
で
あ
る
。

（
14
） 　Jennifer Fischer, A C

om
parative Look at the R

ight to R
efuse Treatm

ent for Involuntarily H
ospitalized P

ersons w
ith a M

ental Illness, 29 H
A

STIN
G

S 

I N
T'L &

 C
O

M
PA

R
ATIV

E L. R
EV. 153-186 (2006).
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二　

精
神
障
害
者
と
人
権
――
ア
メ
リ
カ
の
経
験）

15
（

（1）　

植
民
地
時
代
か
ら
二
〇
世
紀
ま
で

〔a〕　

強
制
入
院
制
度
の
萌
芽
（
植
民
地
時
代
〜
一
八
二
〇
年
代
）

　

植
民
地
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
精
神
障
害
者
は
通
常
居
宅
で
家
族
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
、
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ

ザ
ベ
ス
救
貧
法
を
模
倣
し
た
救
貧
法
の
適
用
を
受
け
た）

16
（

。
精
神
障
害
者
が
暴
力
的
で
あ
っ
た
り
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
る
と
見
な
さ
れ
た
と

き
は
、
刑
法
そ
の
他
の
法
令
の
下
で
自
由
を
拘
束
さ
れ
た）

17
（

。
こ
の
よ
う
に
植
民
地
時
代
初
期
に
は
、
精
神
障
害
者
は
救
貧
法
や
刑
事
法
に

よ
っ
て
処
遇
さ
れ
、
治
療
と
い
う
観
点
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
明
治
日
本
に
お
い
て
精
神
障
害

者
が
救
貧
の
対
象
（
恤
救
規
則
〔
一
八
七
四
年
〕）
か
、
排
除
・
隔
離
の
対
象
（
精
神
病
者
監
護
法
〔
一
九
〇
〇
年
〕）
で
あ
っ
た
こ
と
と

共
通
す
る
（
後
述
）。
も
っ
と
も
、
日
本
の
精
神
病
者
監
護
法
が
精
神
障
害
者
の
私
宅
監
置
を
公
認
し
専
ら
監
護
責
任
を
家
族
に
委
ね
た

こ
と
は
ア
メ
リ
カ
と
は
大
き
く
異
な
り
、
注
目
す
べ
き
相
違
点
で
あ
る
。

　

精
神
科
病
院
の
設
立
は
よ
う
や
く
一
八
世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
七
五
一
年
、
精
神
障
害
者
を
も
受
け
入
れ
る
ア
メ
リ
カ

（
15
） 　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
精
神
科
医
療
と
人
権
を
め
ぐ
る
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
、詳
し
く
は
、横
藤
田
誠
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
精
神
病
者
と
憲
法
（
一
）（
二
）

（
三
・
完
）」
広
島
法
学
一
二
巻
三
号
（
一
九
八
九
年
）
六
七
頁
以
下
、
一
三
巻
二
号
（
一
九
八
九
年
）
四
五
頁
以
下
、
一
四
巻
一
号
（
一
九
九
〇
年
）
七
一

頁
以
下
お
よ
び
横
藤
田
誠
『
法
廷
の
な
か
の
精
神
疾
患
―
ア
メ
リ
カ
の
経
験
―
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
） 　W

A
LTER I. T

R
ATTN

ER, F
R

O
M

 P
O

O
R L

AW
 TO W

ELFA
R

E S
TATE 25-26 (3d ed. 1984).

（
17
） 　

精
神
障
害
者
に
対
し
て
特
別
の
保
護
を
提
供
す
る
こ
と
を
固
有
の
内
容
と
す
る
ア
メ
リ
カ
最
初
の
法
令
と
さ
れ
る
一
六
七
六
年
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の

法
律
は
、
タ
ウ
ン
の
行
政
委
員
（selectm

an

）
に
精
神
障
害
者
が
第
三
者
を
損
傷
し
な
い
よ
う
に
監
護
す
る
権
限
を
与
え
た
。Id. at 26.
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初
の
公
立
病
院
が
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
に
設
立
さ
れ
た
の
に
続
い
て
、
一
七
七
三
年
に
精
神
疾
患
を
専
門
と
す
る
公
立
病
院
が
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
に
で
き
た）

18
（

。
こ
れ
ら
の
病
院
の
主
た
る
役
割
は
、
治
療
と
い
う
よ
り
も
地
域
の
平
穏
を
維
持
し
精
神
障
害

者
が
徘
徊
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
っ
た）

19
（

。

　

植
民
地
時
代
お
よ
び
独
立
後
数
十
年
間
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
精
神
障
害
者
が
注
目
を
浴
び
る
の
は
、
犯
罪
を
犯
す
か
、
あ
る
い
は
そ
れ

に
至
ら
な
い
ま
で
も
近
隣
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
て
、
社
会
の
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
行
使
と
関
わ
る
場
面
の
み
で
あ
っ
た
。
精
神
科
病
院
の
設

立
す
ら
、
患
者
の
治
療
を
目
的
と
す
る
と
い
う
よ
り
も
社
会
の
秩
序
維
持
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る）

20
（

。

　

こ
う
し
た
状
況
は
当
然
法
律
に
反
映
し
た
。
危
険
な
精
神
障
害
者
に
対
す
る
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
行
使
を
定
め
た
初
期
の
法
律
の
典
型

と
い
わ
れ
る
一
七
八
八
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
は
こ
う
定
め
る
。「
精
神
異
常
そ
の
他
に
よ
り
狂
乱
し
た
者
ま
た
は
判
断
力
の
混
乱
に

よ
っ
て
外
出
を
許
さ
れ
れ
ば
危
険
で
あ
る
よ
う
な
者
が
時
に
存
在
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
二
名
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
治
安
判
事
が
…
…
同

人
を
逮
捕
せ
し
め
逃
亡
の
恐
れ
の
な
い
場
所
に
安
全
に
収
容
せ
し
め
る
こ
と
、
お
よ
び
、
同
判
事
が
必
要
と
認
め
れ
ば
鎖
で
拘
束
せ
し
め

う
る
こ
と
は
、
合
法
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
る
べ
し
」
と）

21
（

。
ま
た
、
初
期
の
入
院
手
続
は
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
の

（
18
） 　A

LB
ERT D

EU
TSC

H, T
H

E M
EN

TA
LLY ILL IN A

M
ER

IC
A: A

 H
ISTO

RY O
F T

H
EIR C

A
R

E A
N

D T
R

EATM
EN

T FR
O

M
 C

O
LO

N
IA

L T
IM

ES 59-71 (2d ed. 1949). 

こ
の
病
院
は
、
一
八
二
四
年
に
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
に
二
番
目
が
で
き
る
ま
で
、
こ
の
種
の
病
院
の
唯
一
の
も
の
だ
っ
た
。

（
19
） 　D

AV
ID J. R

O
TH

M
A

N, T
H

E D
ISC

O
V

ERY O
F TH

E A
SY

LU
M

 43 (1971).

（
20
） 　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
態
度
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。「
植
民
地
時
代
の
生
活
水
準
、
制
約
さ
れ
た
資
源
、
医
学
的
な
知
識
や
施
設
の
欠
如
を
前
提
と

す
れ
ば
、
精
神
障
害
者
の
状
態
が
、
植
民
地
社
会
の
要
救
護
状
態
に
あ
る
他
の
集
団
の
そ
れ
よ
り
も
、
顕
著
に
劣
悪
で
あ
っ
た
と
信
ず
る
だ
け
の
証
拠
は
存

在
し
な
い
」。G

ER
A

LD N
. G

R
O

B, M
EN

TA
L IN

STITU
TIO

N
S IN A

M
ER

IC
A: S

O
C

IA
L P

O
LIC

Y TO 1875､ 121 (1973).

（
21
） 　N

ew
 York Law

s of 1788, ch.31, quoted in A
lan D

ershow
itz, The O

rigins of P
reventive C

onfinem
ent in A

nglo-A
m

erican Law
, P

art

Ⅱ: The 

A
m

erican E
xperience, 43 C

IN. L. R
EV. 781, 789 (1974).
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よ
う
に
、
治
安
判
事
の
命
令
に
よ
っ
て
、
監
獄
、
救
貧
院
、
そ
し
て
当
時
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
病
院
と
い
っ
た
利
用
可
能
な

施
設
に
収
容
す
る
も
の
が
多
か
っ
た）

22
（

。
も
ち
ろ
ん
、
刑
事
手
続
な
ら
必
須
と
考
え
ら
れ
て
い
る
陪
審
審
理
や
厳
密
な
証
拠
法
則
等
は
な
く
、

専
ら
治
安
判
事
の
自
由
な
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た）

23
（

。
こ
の
他
、
後
見
人
に
よ
っ
て
収
容
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た）

24
（

。
こ
の
時
期
に
ア

メ
リ
カ
は
独
立
し
憲
法
を
も
つ
に
い
た
る
わ
け
だ
が
、
憲
法
の
存
在
が
精
神
障
害
者
の
処
遇
に
影
響
を
与
え
た
節
は
見
え
な
い
。

　

こ
の
時
期
、
精
神
障
害
者
が
収
容
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
疾
患
の
故
で
は
な
く
危
険
性
の
故
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
精
神
障
害
を
危

険
と
同
視
す
る
払
拭
し
難
き
観
念
を
生
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
社
会
防
衛
の
た
め
に
危
険
な
者
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
、
簡
便
な

手
続
に
よ
る
過
剰
な
収
容
に
つ
な
が
る
。
危
険
性
の
中
身
、
す
な
わ
ち
危
害
の
重
大
性
、
危
害
発
生
の
蓋
然
性
、
予
測
の
正
確
性
等
が
問

わ
れ
始
め
、
そ
し
て
そ
も
そ
も
精
神
障
害
者
が
危
険
な
の
か
が
疑
わ
れ
始
め
る
ま
で
に
は
、
百
数
十
年
の
時
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

〔b〕　

強
制
入
院
制
度
の
確
立
（
一
八
三
〇
年
代
〜
一
八
五
〇
年
代
）

　

一
八
二
五
年
の
時
点
で
、精
神
科
病
院
を
も
っ
て
い
る
州
は
わ
ず
か
八
州
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が）

25
（

、そ
の
後
州
立
精
神
科
病
院
の
設
立
ラ
ッ

シ
ュ
が
続
く
。
そ
の
要
因
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
各
病
院
長
が
競
っ
て
公
表
し
た
高
い
治
癒
率
が
病
院
の
有
効
性
の
証
拠
と
な
り
、
病
院

建
設
に
拍
車
が
か
か
り）

26
（

、
一
八
六
〇
年
ま
で
に
、
三
三
州
の
う
ち
二
八
州
が
公
立
精
神
科
病
院
を
も
つ
ま
で
に
な
っ
た）

27
（

。

　

精
神
科
医
療
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
期
待
は
、
当
然
法
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
最
初
の
包
括
的
な
強
制
入
院
法
で
あ
り
、
他
州
の
モ
デ

（
22
） 　

Id. at 808.

（
23
） 　D

EU
TSC

H, supra note 18, at 421-22.

（
24
） 　D

ershow
itz, supra note 21, at 790.

（
25
） 　D

O
N M

A
RTIN

D
A

LE &
 E

D
ITH M

A
RTN

D
A

LE, M
EN

TA
L D

ISA
B

ILITY IN A
M

ER
IC

A S
IN

C
E W

O
R

LD W
A

R

Ⅱ56 (1985).
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ル
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
一
八
四
二
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
は
、「
こ
れ
以
後
発
生
す
る
精
神
疾
患
の
す
べ
て
の
症
例
に
つ
い
て
、
精

神
疾
患
者
は
一
〇
日
以
内
に
州
立
精
神
科
病
院
に
送
致
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
、
危
険
と
さ
れ
る
者
の
み
な
ら
ず
、
す

べ
て
の
精
神
障
害
者
を
発
病
後
直
ち
に
入
院
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る）

28
（

。
つ
ま
り
、
こ
の
法
律
は
、
従
来
の
危
険
な
者
の
収
容

に
加
え
て
、
す
べ
て
の
精
神
障
害
者
を
積
極
的
に
見
つ
け
出
し
早
期
に
入
院
治
療
す
る
こ
と
を
州
の
責
務
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代

の
精
神
科
病
院
観
を
忠
実
に
反
映
し
た
立
法
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
入
院
に
価
値
が
あ
る
以
上
、
立
法
府
は
入
院
に
対
す
る
法

的
制
約
を
差
し
控
え
、
各
州
法
は
極
め
て
容
易
に
認
め
た
の
で
あ
る）

29
（

。

　

こ
れ
ま
で
は
、
精
神
障
害
者
の
自
由
を
剥
奪
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
る
の
は
、
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
行
使
と
し
て
他
者
や
社
会
に
対

す
る
脅
威
を
防
止
す
る
場
合
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
選
任
の
際
に
周
到
な
手
続
的
保
障
の
あ
る
後
見
人
に
よ
る
場
合
の
み
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
治
療
の
た
め
に
積
極
的
に
入
院
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
時
期
、
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
で
は
な
く
、
州
自
ら
が
後
見
人
と
な

る
こ
と
、
つ
ま
り
パ
レ
ン
ス
・
パ
ト
リ
エ
（parens patriae

、
後
見
人
と
し
て
の
国
家
）
権
限
に
よ
っ
て
強
制
入
院
が
正
当
化
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る）

30
（

。

（
26
） 　

一
八
三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
に
、
八
〇
％
か
ら
一
〇
〇
％
に
及
ぶ
治
癒
率
が
公
表
さ
れ
た
。R

O
TH

M
A

N

、 supra note 19､ at 131. 

し
か
し
、
こ
の
時
期
に

喧
伝
さ
れ
た
高
い
治
癒
率
は
入
院
数
で
は
な
く
退
院
数
に
対
す
る
治
癒
の
比
率
で
あ
り
、
再
入
院
数
は
無
視
さ
れ
た
こ
と
が
後
に
明
ら
か
に
な
る
。
多
く
の

患
者
は
二
回
以
上
回
復
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
二
九
年
間
に
四
八
回
も
「
治
癒
」
し
た
女
性
が
い
た
と
い
う
。G

ER
A

LD N
. G

R
O

B, M
EN

TA
L ILLN

ESS 

A
N

D A
M

ER
IC

A
N S

O
C

IETY 1875-1940, at 39 (1983).

（
27
） 　R

O
TH

M
A

N, supra note 19, at 130.

（
28
） 　D

ershow
itz, supra note 21, at 808-09.

（
29
） 　

例
え
ば
、
一
八
五
一
年
の
イ
リ
ノ
イ
州
法
は
、
病
院
長
に
よ
り
精
神
疾
患
と
診
断
さ
れ
た
既
婚
婦
人
と
未
成
年
者
の
入
院
を
、
通
常
必
要
と
さ
れ
る
裁
判

所
で
の
審
問
な
し
に
夫
や
親
の
申
請
の
み
に
よ
っ
て
認
め
て
い
る
。D

ershow
itz, supra note 21, at 837.
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こ
こ
に
強
制
入
院
の
要
件
と
し
て
、「
自
他
へ
の
危
険
」
と
「
治
療
の
必
要
性
」
の
二
つ
が
並
び
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
後
者
の
追
加
は
、

患
者
の
た
め
と
い
う
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
配
慮
が
患
者
自
身
の
意
思
や
権
利
に
優
先
す
る
と
い
う
傾
向
を
生
み
出
し
た
。
院
長
が

患
者
の
日
常
を
厳
し
く
管
理
す
る
と
と
も
に
、
規
則
的
な
労
働
を
課
し
た
り
、
面
会
・
通
信
が
制
限
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
日
常
化
さ
れ

た
の
で
あ
る）

31
（

。
危
険
要
件
に
伴
う
問
題
点
に
加
え
て
、
治
療
の
た
め
と
い
う
理
由
で
入
院
手
続
の
緩
和
や
院
内
の
自
由
の
制
限
が
ど
こ
ま

で
許
容
さ
れ
る
か
と
い
う
新
た
な
論
点
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
〔c〕　

法
規
制
の
強
化
と
緩
和
（
一
八
六
〇
年
代
〜
一
九
二
〇
年
代
）

　

一
八
六
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
強
制
入
院
法
に
疑
い
の
目
が
向
け
ら
れ
始
め
る
。
裁
判
所
の
審
問
な
し
に
夫
の
申
請
の
み
に
基
づ
い
て

入
院
さ
せ
ら
れ
た
パ
ッ
カ
ー
ド
夫
人
が
、
退
院
後
に
刑
事
手
続
類
似
の
入
院
手
続
の
採
用
を
各
州
議
会
に
説
い
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
象
徴

的
な
も
の
だ
が）

32
（

、
そ
れ
以
外
に
も
、
入
院
患
者
に
慢
性
患
者
、
暴
力
的
な
者
、
貧
窮
者
、
移
民
等
が
増
え
る
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
、
入

（
30
） 　

一
八
四
五
年
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
最
高
裁
判
所
のO

akes

事
件
判
決
は
、「
精
神
障
害
者
（insane person

）
の
自
由
を
制
限
す
る
権
利
は
、
放
置
す

れ
ば
自
他
に
危
険
で
あ
る
よ
う
な
者
の
監
禁
を
必
要
な
こ
と
と
す
る
あ
の
偉
大
な
る
人
道
主
義
の
法
（that great law

 of hum
anity

）
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
。

…
そ
し
て
そ
の
法
を
生
ん
だ
必
要
性
が
法
の
限
界
で
も
あ
る
。
患
者
自
身
の
安
全
ま
た
は
他
者
の
安
全
の
た
め
に
彼
が
一
定
期
間
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
か
否
か
、
お
よ
び
拘
束
が
彼
の
回
復
の
た
め
に
必
要
か
ま
た
は
そ
れ
に
役
立
つ
か
否
か
、
と
い
っ
た
問
題
が
、
個
別
の
事
例
に
お
い
て
生
ず
る
で
あ

ろ
う
。
拘
束
は
必
要
性
が
継
続
す
る
限
り
継
続
し
う
る
。
こ
れ
が
限
界
で
あ
り
、
そ
し
て
適
切
な
限
界
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。In re O

akes, 8 L. R
ep. 

122 (M
ass.1845), cited in D

evelopm
ents in the Law

-C
ivil C

om
m

itm
ent of the M

entally Ill, 87 H
A

RV. L. R
EV. 1190, 1209 (1974) .

こ
れ
が
、パ
レ
ン
ス
・

パ
ト
リ
エ
権
限
に
基
づ
く
強
制
入
院
を
初
め
て
認
め
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
31
） 　R

O
TH

M
A

N, supra note 19, at 142-46.

（
32
） 　G

R
O

B, supra note 26, at 47-48.
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院
す
れ
ば
必
ず
治
癒
す
る
と
い
う
従
来
の
楽
観
論
に
陰
り
が
見
え
、
病
院
医
療
の
神
話
が
崩
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
精
神
科
病
院
は

治
療
施
設
と
い
う
よ
り
も
、
危
険
ま
た
は
厄
介
な
者
の
後
見
的
保
護
（custodial care

）
を
提
供
す
る
施
設
に
変
質
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
病
院
機
能
の
変
化
は
、
強
制
入
院
法
に
影
響
を
与
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
病
院
が
治
療
施
設
で
は
な
く
社
会

政
策
的
機
能
を
営
む
も
の
に
な
っ
た
以
上
、
パ
レ
ン
ス
・
パ
ト
リ
エ
権
限
的
色
彩
は
背
後
に
退
き
、
強
制
入
院
は
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
行

使
と
い
う
色
合
い
が
濃
く
な
る
。
そ
こ
で
浮
上
す
る
の
が
、
入
院
手
続
を
よ
り
厳
格
に
し
、
入
院
後
の
処
遇
も
規
制
し
よ
う
と
す
る
傾
向

で
あ
る）

33
（

。

　

一
八
九
二
年
時
点
の
諸
州
の
入
院
手
続
を
決
定
権
者
別
に
分
類
す
れ
ば
、
裁
判
官
一
八
州
、
治
安
判
事
五
州
、
陪
審
（
全
員
一
般
人
）

五
州
、
陪
審
（
一
名
以
上
の
医
師
を
含
む
）
三
州
、
裁
判
官
任
命
の
委
員
会
三
州
、
病
院
内
の
委
員
会
二
州
、
診
断
書
の
み
で
よ
い
も
の

九
州
と
な
る）

34
（

。
裁
判
官
や
陪
審
が
入
院
を
決
定
す
る
州
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
に
対
し
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

精
神
科
医
の
側
か
ら
の
反
応
は
否
定
的
で
あ
り
、
専
門
家
と
し
て
の
自
律
と
能
力
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
微
妙
な
医
師
・

患
者
関
係
に
素
人
が
介
入
す
る
こ
と
に
よ
り
患
者
の
利
益
が
害
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
批
判
が
相
次
い
だ）

35
（

。
ま
た
裁
判
所
手
続
が
与
え
る
有

害
な
影
響
――
す
な
わ
ち
、
精
神
障
害
者
が
家
族
・
友
人
・
医
師
に
告
発
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、
道
徳
的
に
咎
む
べ
き
こ
と
を
し
た

か
の
よ
う
に
思
わ
さ
れ
、
不
浄
な
者
、
犯
罪
者
と
し
て
社
会
か
ら
避
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
――
を
重
く
見
て
、
こ
う
し
た
手
続

に
異
議
を
唱
え
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た）

36
（

。

（
33
） 　D

AV
ID R

O
TH

M
A

N, C
O

N
C

IEN
C

E A
N

D C
O

N
V

EN
IEN

C
E: T

H
E A

SY
LU

M
 A

N
D ITS A

LTER
N

ATIES IN P
R

O
G

R
ESSIV

E A
M

ER
IC

A 326-27 (1980).

（
34
） 　G

R
O

B, supra note 26, at 10.

（
35
） 　G

R
O

B, supra note 26, at 48.

（
36
） 　W

illiam
 J. C

urran, H
ospitalization of the M

entally Ill, 31 N
. C

. L. R
EV. 274, 276 (1953).
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し
か
し
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
や
っ
と
こ
の
時
期
に
精
神
科
医
療
の
分
野
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
法
律
家
の
側
か
ら
の
反
批
判
が
見
ら

れ
る
。
そ
の
典
型
と
し
て
、
一
八
七
九
年
の
ミ
シ
ガ
ン
州
最
高
裁
判
所
の
あ
る
判
決）

37
（

に
お
け
る
ク
ー
リ
ー
（T. C

ooley

）
裁
判
官
の
意
見

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
裁
判
所
手
続
を
経
な
い
収
容
が
病
院
長
の
不
法
監
禁
に
あ
た
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
。
病

院
側
は
、
精
神
障
害
者
は
す
べ
て
自
他
に
対
し
て
危
険
で
あ
る
か
ら
、
陪
審
に
危
険
性
の
有
無
を
決
め
さ
せ
る
の
は
無
意
味
だ
と
し
、
必

要
な
の
は
患
者
が
治
療
に
適
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
専
門
家
と
し
て
の
院
長
の
判
断
の
み
で
あ
る
、
と
強
調
し
た）

38
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
法
廷
意
見
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
各
裁
判
官
が
意
見
を
述
べ
た
。
ク
ー
リ
ー
は
、
医
学
専
門
家
が

有
能
で
あ
る
こ
と
は
認
め
な
が
ら
、
中
に
は
無
知
で
信
頼
で
き
な
い
者
も
い
る
こ
と
、
医
学
的
見
解
は
分
か
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
市
民

の
自
由
を
そ
の
よ
う
な
偶
然
の
事
情
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
、
単
な
る
医
師
の
判
断
の
み
に
よ
る
収
容
は
認
め
ら
れ
な

い
と
強
調
し
た）

39
（

。
ま
た
精
神
障
害
者
は
す
べ
て
危
険
で
あ
る
と
い
う
病
院
側
の
意
見
に
も
彼
は
反
対
し
て
、
多
く
の
患
者
は
全
く
無
害
で

あ
る
と
し
た）

40
（

。
そ
し
て
た
と
え
精
神
障
害
者
が
危
険
行
為
に
関
わ
る
可
能
性
が
比
較
的
高
い
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
人
を
裁
判
手

続
に
よ
ら
ず
に
収
容
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
の
に
十
分
と
は
い
え
ず
、「
証
拠
に
基
づ
い
て
、
彼
を
放
置
す
る
こ
と
で
生
ず
る
危
険
が

単
な
る
可
能
性
で
は
な
く
蓋
然
性
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）

41
（

と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
裁
判
所
手
続
が
な
く
て

も
よ
い
例
外
と
し
て
、
発
熱
に
よ
る
一
時
的
精
神
錯
乱
や
感
染
症
と
同
視
し
う
る
よ
う
な
緊
急
の
場
合
と
、
そ
の
手
続
が
患
者
に
対
し
て

（
37
） 　Van D

eusen v. N
ew

com
er, 40 M

ich. 90 (1879).

（
38
） 　

Id. at 103-04.

（
39
） 　

Id. at 128.

（
40
） 　

Id. at 129.

（
41
） 　

Id. at 129-30.
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利
益
よ
り
も
多
大
な
害
を
与
え
る
蓋
然
性
が
あ
る
場
合
の
二
つ
を
あ
げ
て
い
る）

42
（

。
後
者
の
例
外
は
各
州
法
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

そ
の
後
多
く
の
州
で
裁
判
所
手
続
が
稀
に
し
か
行
わ
れ
な
い
と
い
う
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
る）

43
（

。

　

さ
て
、
ク
ー
リ
ー
は
こ
の
よ
う
に
裁
判
所
手
続
を
擁
護
し
た
が
、
病
院
長
の
方
が
裁
判
官
や
陪
審
よ
り
も
精
神
障
害
を
判
定
す
る
能
力

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
認
め
て
は
い
る）

44
（

。
し
か
し
な
お
、
誤
っ
た
収
容
を
防
ぐ
た
め
に
は
手
続
の
公
開
性
が
必
要
だ
と
す
る
の
で
あ

る）
45
（

。
結
局
、
司
法
手
続
に
よ
っ
て
精
神
障
害
者
と
認
定
さ
れ
た
と
き
に
は
、
た
と
え
後
に
そ
う
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
し
て
も
病
院

長
は
免
責
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
司
法
手
続
に
よ
ら
な
い
場
合
に
は
、
後
に
精
神
障
害
者
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
病
院
長
は
責
任

を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
ク
ー
リ
ー
の
結
論
で
あ
っ
た）

46
（

。

　

ク
ー
リ
ー
の
議
論
に
は
そ
の
ま
ま
現
在
で
も
使
え
る
も
の
が
あ
る
。
特
に
精
神
科
医
の
判
断
の
不
安
定
さ
や
入
院
決
定
の
密
室
性
を
恐

れ
、そ
れ
を
矯
正
す
る
も
の
と
し
て
裁
判
所
手
続
を
位
置
づ
け
る
や
り
方
は
、一
九
六
〇
年
代
以
降
の
判
例
・
学
説
に
も
共
通
す
る
。
ま
た
、

精
神
障
害
者
が
す
べ
て
危
険
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
彼
の
指
摘
は
正
当
で
あ
る
。
先
述
の O

akes 

事
件
判
決
（
一
八
四
五
年
）
が
精

神
科
病
院
へ
の
信
頼
が
揺
る
ぎ
な
い
時
期
の
も
の
だ
っ
た
の
に
比
べ
、
本
件
判
決
は
そ
の
信
頼
が
や
や
失
わ
れ
始
め
た
時
期
に
下
さ
れ
た

と
い
う
時
代
背
景
が
、
両
判
決
の
違
い
を
生
ん
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

事
前
の
告
知
や
聴
聞
が
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
判
例
は
分
か
れ
て
い
た
。

（
42
） 　

Id. at 130.

（
43
） 　D

ershow
itz, supra note 21, at 828.

（
44
） 　

Van D
eusen, 40 M

ich. at 131.

（
45
） 　

Id.

（
46
） 　

Id. at 137.
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肯
定
的
な
判
例
は
、「
告
知
お
よ
び
聴
聞
を
受
け
る
機
会
は
す
べ
て
の
司
法
手
続
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
無
視
し
え
な
い
正

義
の
基
本
原
則
で
あ
る
。
…
…
精
神
障
害
者
に
告
知
す
る
の
は
無
益
で
あ
る
と
か
、
彼
は
そ
れ
を
利
用
す
る
能
力
を
欠
く
か
ら
何
の
役
に

も
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
が
実
際
に
精
神
障
害
者
で
あ
る
か
否
か
が
審
理
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」）

47
（

と
指
摘
す
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
消
極
的
な
判
例
は
、
入
院
後
の
聴
聞
や
人
身
保
護
手
続
に
よ
っ
て
司
法
の
場
で
収
容
を
争
う
道
が
あ
れ
ば
、
事
前
の
告
知

や
聴
聞
は
必
ず
し
も
必
要
な
い
と
し
て
い
た）

48
（

。
両
者
を
分
け
る
要
素
は
、
手
続
が
患
者
に
及
ぼ
す
精
神
的
な
悪
影
響
の
評
価
（
お
よ
び
告

知
の
場
合
は
そ
れ
が
患
者
に
と
っ
て
意
味
が
あ
る
か
否
か
）
で
あ
っ
た）

49
（

。
刑
事
手
続
が
有
罪
の
確
定
前
は
被
告
人
を
無
罪
と
推
定
す
る
の

と
同
じ
よ
う
に
、
精
神
障
害
者
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
前
は
健
康
な
者
で
あ
る
と
割
り
切
っ
て
、
精
神
的
悪
影
響
を
顧
慮
し
な
い
か
、
あ

る
い
は
、
現
実
を
重
視
し
て
、
患
者
へ
の
影
響
を
防
ぐ
た
め
の
事
前
手
続
を
不
必
要
と
み
な
す
か
、
両
者
の
選
択
は
極
め
て
実
際
的
な
判

断
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
は
現
在
で
も
全
く
同
様
な
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
入
院
手
続
の
憲
法
的
評
価
を
す
る
際
に
、

こ
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

陪
審
審
理
は
医
師
の
側
か
ら
特
に
激
し
い
反
発
を
招
い
た
。
高
度
に
専
門
的
な
医
学
的
証
言
を
評
価
す
る
に
は
陪
審
は
余
り
に
も
無
能

で
、
個
人
の
保
護
に
役
立
た
な
い
と
い
う
意
見
が
根
強
く
、
結
局
多
く
の
州
で
廃
止
さ
れ
た）

50
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
入
院
手
続
に
対
す
る
法
の
介
入
が
相
当
強
化
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
手
続
は
強
制
入
院
に

対
し
て
さ
ほ
ど
大
き
な
障
害
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る）

51
（

。「
精
神
疾
患
者
の
強
制
入
院
に
関
す
る
法
の
基
準
に
は
関
わ
り

（
47
） 　

In re W
ellm

an, 45 P. 726, 727 (K
an. A

pp. 1896).

（
48
） 　

See, e.g., H
am

m
on v. H

ill, 228 F. 999 (W
. D

. Pa. 1915).

（
49
） 　T

H
E M

EN
TA

LLY D
ISA

B
LED A

N
D TH

E L
AW

 51 (S
A

M
U

EL L. B
R

A
K

EL &
 R

O
N

A
LD S. R

O
C

K ed. 1971).

（
50
） 　C

urran, supra note 36, at 276. 

一
九
五
三
年
の
時
点
で
、
陪
審
を
必
要
的
と
す
る
の
は
テ
キ
サ
ス
州
の
み
で
あ
っ
た
。
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な
く
、
日
々
の
実
務
は
法
律
の
規
定
よ
り
も
社
会
的
現
実
に
対
応
す
る
度
合
い
が
大
き
い
」）

52
（

の
で
あ
ろ
う
。

　

入
院
手
続
と
の
関
連
で
こ
の
時
期
の
特
筆
す
べ
き
出
来
事
は
、
任
意
入
院
の
規
定
が
州
法
に
登
場
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
入

院
形
態
が
よ
う
や
く
一
八
八
一
年
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
法
で
初
め
て
規
定
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
精
神
科
医
療
が
強
制

入
院
制
度
を
中
心
と
し
て
き
た
こ
と
の
象
徴
で
あ
ろ
う
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
、
精
神
障
害
者
は
自
由
意
思
を
持
た
ず
、
し
た
が
っ
て
入

院
を
自
発
的
に
求
め
る
選
択
能
力
が
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る）

53
（

。
そ
の
後
、
特
に
二
〇
世
紀
に
は
い
っ
て
任
意
入
院
を
規

定
す
る
州
が
増
え
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
二
八
州
が
こ
の
規
定
を
持
つ
に
い
た
っ
た）

54
（

。
し
か
し
、
任
意
入
院
患
者
も
退
院
に
関
し
て
は

全
く
自
由
な
わ
け
で
は
な
く
、
退
院
を
希
望
す
る
数
日
前
に
病
院
側
に
そ
の
意
思
を
伝
え
る
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
は
、
そ
の
間
に
必
要
な
ら
強
制
入
院
形
式
に
移
行
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

入
院
手
続
の
問
題
と
と
も
に
、
こ
の
時
期
に
は
入
院
後
の
処
遇
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ
っ
た
。
州
法
の
中
に
は
、
州
の
委
員
会
に
よ
る

立
入
調
査
権
や
入
院
患
者
の
発
信
の
自
由
を
規
定
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
対
し
て
医
療
側
の
反
応
は
こ
れ
ま
た
否
定
的

で
あ
っ
た
。
当
時
の
指
導
的
精
神
医
学
者
レ
イ
は
一
八
七
五
年
の
ア
メ
リ
カ
精
神
科
病
院
長
協
会
の
集
会
で
、
①
非
常
勤
の
役
人
に
精
神

科
病
院
の
監
督
権
を
与
え
る
の
は
病
院
に
多
大
な
害
を
も
た
ら
す
、
②
封
を
し
た
通
信
を
発
す
る
の
を
許
す
の
は
、
患
者
に
相
当
の
困
惑

を
も
た
ら
し
、
医
師
か
ら
患
者
の
精
神
状
態
に
つ
い
て
の
価
値
あ
る
情
報
を
得
る
手
段
を
奪
う
、
と
の
決
議
を
行
う
よ
う
提
案
し
て
い
る）

55
（

。

（
51
） 　G

R
O

B, supra note 26, at 11.

（
52
） 　N

IC
H

O
LA

S N
. K

ITTR
IE､ T

H
E R

IG
H

T TO B
E D

IFFER
EN

T: D
EV

IA
N

C
E A

N
D E

N
FO

R
C

ED T
H

ER
A

PY 95 (1972).

（
53
） 　D

ershow
itz, supra note 21, at 844.

（
54
） 　K

ITTR
IE, supra note 52, at 70.

（
55
） 　G

R
O

B, supra note 26, at 48.
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通
信
の
自
由
を
め
ぐ
る
論
争
は
当
初
相
当
熱
が
は
い
っ
た
が
、
手
紙
を
書
く
物
珍
し
さ
が
な
く
な
っ
た
後
、
患
者
が
こ
の
権
利
を
利
用
し

な
く
な
っ
た
た
め
、
一
八
九
〇
年
代
ま
で
に
は
論
争
は
終
息
し
た）

56
（

。

　

こ
の
他
、
入
院
後
の
処
遇
に
関
し
て
一
九
世
紀
に
論
議
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
拘
束
衣
や
革
ひ
も
、
手
錠
と
い
っ
た
拘
束
用
具
の
使
用

の
問
題
が
あ
る
。
一
九
世
紀
前
半
に
は
、
緊
張
と
混
乱
を
排
除
す
る
と
い
う
治
療
理
念
か
ら
な
る
べ
く
拘
束
の
要
素
を
少
な
く
し
よ
う
と

い
う
原
則
が
唱
え
ら
れ
、一
八
四
〇
年
代
、五
〇
年
代
に
は
ほ
と
ん
ど
の
病
院
か
ら
鞭
と
鎖
が
消
え
た）

57
（

。
と
こ
ろ
が
、患
者
数
の
増
大
に
よ
っ

て
暴
力
的
な
患
者
を
別
個
の
建
物
に
収
容
す
る
分
類
処
遇
が
困
難
に
な
る
と
と
も
に
、
看
護
職
員
の
不
足
に
よ
り
拘
束
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
厳
重
な
監
督
が
不
可
能
と
な
っ
て
、
そ
の
後
再
び
使
わ
れ
始
め
た
の
で
あ
る）

58
（

。
一
八
八
〇
年
代
に
、
患
者
の
権
利
侵
害
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
一
部
の
州
で
制
限
の
動
き
が
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
徹
底
し
な
か
っ
た
。
自
他
に
対
し
て
危
険
な
患
者

が
一
定
数
存
在
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
一
般
的
で
あ
っ
た
た
め
、
規
制
の
主
唱
者
は
、
そ
の
よ
う
な
患
者
の
行
動
を
抑
制
す
る
手
段
が

別
に
あ
る
と
い
う
主
張
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
実
際
的
考
慮
が
患
者
の
権
利
の
評
価
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
結
局
、
拘
束
用
具
の
無
差
別
的
な
使
用
は
擁
護
し
得
な
い
が
、
全
面
的
廃
止
は
非
現
実
的
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
一
応
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
で
あ
っ
た）

59
（

。

　

こ
の
時
期
に
法
規
制
が
強
化
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
入
院
手
続
に
つ
い
て
の
み
で
あ
っ
て
、
入
院
患
者
の
処
遇
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
規
制
が
な
さ
れ
ず
、
入
院
の
実
体
要
件
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
前
の
時
期
（
〔b〕
）
に
治
療
目
的
の
強
制

（
56
） 　

Id. at 48-49.

（
57
） 　R

O
TH

M
A

N, supra note 19, at 149.

（
58
） 　

Id.

（
59
） 　G

R
O

B, supra note 26, at 17-18.
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入
院
の
正
当
性
が
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
、
州
法
に
加
え
ら
れ
た
が
、
病
院
の
治
療
機
能
が
疑
わ
れ
始
め
た
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
そ
の
傾

向
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一
八
九
三
年
の
イ
リ
ノ
イ
州
法
に
は
、
強
制
入
院
の
対
象
と
し
て
、「
彼
自
身
の
財
産
を
管
理
で
き

な
い
」、「
自
他
に
対
し
て
危
険
」、「
自
他
の
福
祉
が
拘
束
を
要
求
す
る
」
者
と
い
っ
た
基
準
が
混
在
し
て
い
る）

60
（

。
い
か
な
る
手
続
が
適
正

で
あ
る
か
を
判
断
す
る
と
き
、
行
使
さ
れ
た
州
権
限
の
性
質
と
離
れ
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
実
体
基
準
の
漠
然

性
は
こ
の
点
の
緻
密
な
検
討
を
不
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

入
院
手
続
の
面
に
つ
い
て
は
、
現
在
と
変
わ
ら
な
い
分
析
枠
組
み
を
示
し
て
い
る
。
強
制
入
院
手
続
に
も
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
が
要
求

さ
れ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
も
の
の
、
い
か
な
る
手
続
が
適
正
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
た
。
傾
向
と
し
て
は
、
誤
っ
た
収

容
を
防
ぐ
た
め
に
刑
事
手
続
類
似
の
も
の
が
求
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
患
者
へ
の
現
実
的
影
響
や
専
門
職
と
し
て
の
自
律
を
重

視
す
る
精
神
科
医
の
側
か
ら
激
し
い
反
対
が
あ
り
、
陪
審
の
廃
止
な
ど
後
退
し
た
面
も
あ
る
。〈
自
由
〉
か
〈
福
祉
〉
か
と
い
う
、
法
律

家
と
精
神
科
医
と
の
間
の
今
に
続
く
対
立
の
原
型
が
既
に
こ
の
時
期
に
確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔d〕　

法
規
制
の
緩
和
（
一
九
三
〇
年
代
〜
一
九
六
〇
年
代
前
半
）

　

一
九
四
六
年
、
当
時
の
指
導
的
な
精
神
科
医
は
、
法
手
続
に
従
っ
て
拘
束
さ
れ
た
拘
置
所
で
首
を
つ
っ
た
精
神
障
害
者
の
事
例
を
紹
介

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
私
は
彼
の
法
的
権
利
は
十
分
に
守
ら
れ
た
と
指
摘
し
よ
う
。
彼
は
保
安
官
に
よ
り
逮
捕
状
に
基
づ
い
て
逮

捕
さ
れ
た
。
彼
は
法
の
適
正
手
続
と
裁
判
官
の
面
前
に
出
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
上
で
病
院
に
送
ら
れ
た
。
彼
が
す
ぐ
に
病
院
に
連
れ
て

行
か
れ
て
い
た
ら
今
日
も
生
き
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
私
の
言
い
た
い
の
は
、
人
々
に
は
法
的
観
点
や
法
手
続
の
無
謬
性
が
取
り
付
い

（
60
） 　D

ershow
itz, supra note 21, at 842.
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て
い
る
た
め
、
患
者
の
医
学
的
権
利
と
で
も
い
う
も
の
を
考
え
る
こ
と
な
く
、
法
的
権
利
な
る
も
の
の
保
護
を
主
張
し
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
」）

61
（

。
こ
の
発
言
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
の
時
期
（
〔c〕
）
に
強
制
入
院
手
続
に
導
入
さ
れ
た
刑
事
手
続
類
似
の
法
手
続
に

対
す
る
反
発
は
極
め
て
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
も
と
も
と
精
神
科
医
の
側
は
、
患
者
へ
の
悪
影
響
等
を
理
由
に
厳
格
な
手
続
を
批
判
し
て

い
た
が
、一
九
三
〇
年
代
以
降
、法
手
続
に
対
す
る
批
判
的
傾
向
を
助
長
す
る
事
情
が
発
生
し
、そ
れ
が
法
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
精
神
科
病
院
は
長
期
入
院
の
患
者
に
後
見
的
保
護
を
与
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
精
神
医
学
者
が

「
奇
妙
な
ア
イ
ロ
ニ
ー
」）

62
（

と
い
う
ほ
ど
、
こ
の
頃
の
精
神
医
学
や
精
神
科
病
院
の
評
判
は
相
当
良
か
っ
た
。
社
会
（
特
に
立
法
者
）
の
精

神
科
病
院
へ
の
奇
妙
な
信
頼
感
は
、
や
が
て
強
制
入
院
手
続
の
見
直
し
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
そ
の
信
頼
感
を
さ
ら
に
高
め
た
要
因
と

し
て
、
一
九
三
〇
年
代
に
始
ま
る
新
し
い
治
療
法
の
導
入
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
統
合
失
調
症
に
対
す
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
療
法
、
う
つ
病
に
対
す
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
療
法
、
そ
し
て
ロ
ボ
ト
ミ
ー
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
療
法
は
、
従
来
の
道

徳
療
法
と
比
べ
よ
り
一
般
医
療
に
近
い
身
体
的
療
法
と
し
て
熱
烈
に
歓
迎
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
回
復
率
が
上
が
り）

63
（

、
史
上
は
じ
め
て
精

神
科
病
院
の
増
加
率
が
低
下
し
た
と
い
わ
れ
る）

64
（

。
医
療
の
質
を
劇
的
に
高
め
た
の
は
一
九
五
〇
年
代
に
導
入
さ
れ
た
向
精
神
薬
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
よ
り
病
院
外
で
の
治
療
が
可
能
と
な
り
、
公
立
精
神
科
病
院
の
患
者
数
は
一
九
五
五
年
の
約
五
六
万
人
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
減
少

傾
向
を
示
し
て
い
る）

65
（

。

（
61
） 　Isaiah B
ow

m
an, P

residential A
ddress, 103 A

M
. J. P

SY
C

H
IATRY 1, 12 (1946).

（
62
） 　Zigm

ond M
. Lebensohn, D

efensive P
sychiatry or H

ow
 to Treat the m

entally Ill w
ithout B

eing a Law
yer, in L

A
W

 A
N

D M
EN

TA
L H

EA
LTH 

P
R

O
FESSIO

N
S 21 (W

A
LTER E. B

A
RTO

N &
 C

H
A

R
LO

TTE J. S
A

N
B

O
R

N eds. 1978).

（
63
） 　G

R
O

B, supra note 26, at 307.

（
64
） 　T

R
ATTN

ER, supra note 16, at 194.
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こ
う
し
て
精
神
科
病
院
に
対
す
る
信
頼
度
が
非
常
に
高
い
と
い
う
状
況
に
お
い
て
は
、
入
院
へ
の
障
害
と
な
る
厳
格
な
法
手
続
に
対
し

て
反
感
が
強
ま
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
一
九
四
〇
年
代
、
五
〇
年
代
に
多
く
の
州
で
強
制
入
院
法
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た）

66
（

。
こ
の

時
期
の
強
制
入
院
法
批
判
の
最
大
の
焦
点
で
あ
っ
た
入
院
手
続
に
つ
い
て
は
、
各
州
法
は
何
ら
か
の
非
司
法
的
な
手
続
へ
向
か
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
入
院
を
最
終
的
に
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
者
は
、
依
然
と
し
て
裁
判
所
と
さ
れ
る
場
合
が
多
い
も
の
の
、

一
九
四
七
年
の
時
点
で
は
医
師
の
証
明
書
の
み
で
入
院
さ
せ
う
る
と
す
る
の
は
六
州
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
九
五
九
年
に
は
一
四
州

に
達
し
て
い
る）

67
（

。
司
法
的
入
院
手
続
を
規
定
し
て
い
る
州
に
お
い
て
も
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
非
司
法
的
入
院
手
続
に
よ
っ
て
い
た
と
い

う）
68
（

。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
精
神
科
医
の
側
の
長
年
の
主
張
に
沿
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
法
律
家
の
側
に
は
賛
否
両
論
が
み
ら
れ
た
。

非
司
法
的
な
強
制
入
院
が
憲
法
上
許
さ
れ
る
か
否
か
に
関
し
、
判
例
・
学
説
は
、
入
院
後
に
司
法
審
査
や
人
身
保
護
請
求
手
続
で
決
定
を

争
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
合
憲
で
あ
る
と
す
る
も
の）

69
（

と
、
事
前
に
裁
判
所
の
審
問
を
受
け
る
機
会
が
な
い
か
ぎ
り
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
違
反

で
あ
る
と
す
る
も
の）

70
（

に
二
分
さ
れ
た
。

（
65
） 　G

R
O

B, supra note 26, at 317. 

一
九
六
〇
年
に
は
五
三
万
六
千
人
、
一
九
七
五
年
に
は
一
九
万
三
千
人
と
な
っ
て
い
る
。

（
66
） 　

一
九
三
九
年
か
ら
四
六
年
の
間
に
二
一
州
が
法
改
正
ま
た
は
追
加
を
し
て
い
る
。N

ote, A
nalysis of Legal and M

edical C
onsiderations in C

om
m

itm
ent 

of the M
entally Ill, 56 Y

A
LE. L. J. 1178, 1197 (1947).

（
67
） 　

Id. at 1209 ; H
ugh A

lan R
oss, C

om
m

itm
ent of the M

entally Ill: P
roblem

s of Law
 and P

olicy, 57 M
IC

H. L. R
EV. 945, 1014-15 (1959) .

（
68
） 　C

urran, supra note 36, at 288. 

例
え
ば
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
で
は
裁
判
所
に
よ
る
強
制
入
院
手
続
が
制
度
的
に
は
あ
っ
た
が
、
三
〇
年
以
上
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

（
69
） 　

See, e.g., R
oss, supra note 67, at 978 ; N

ote, supra note 66, at 1195.

（
70
） 　

See, e.g., C
urran, supra note 36, at 284 ; Luis K

utner, The Illusion of D
ue P

rocess in C
om

m
itm

ent P
roceedings, 57 N

W
. U

. L. R
EV. 383, 397 

(1962).
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手
続
的
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
が
固
定
的
な
も
の
で
な
く
、
問
題
の
性
質
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
は
変
わ
り
得
る
と
解
す
る
以
上
、

手
続
の
憲
法
的
評
価
を
す
る
際
に
は
何
ら
か
の
利
益
衡
量
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
り
わ
け
強
制
入
院
手
続
の
場
合
に
は
、
通
常
の
法
律

問
題
に
は
存
在
し
な
い
特
有
の
考
慮
事
項
が
あ
る）

71
（

。
入
院
手
続
に
関
し
て
考
慮
す
べ
き
要
素
と
し
て
、
①
誤
っ
た
収
容
（railroading

）

を
さ
れ
な
い
権
利
、
②
患
者
の
医
学
的
利
益
、
③
社
会
的
利
益
、
と
い
っ
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
が）

72
（

、
こ
の
う
ち
①
と
②
と
は
二
律
背

反
の
関
係
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
誤
っ
た
収
容
を
避
け
よ
う
と
し
て
厳
格
な
手
続
を
採
用
す
れ
ば
（
主
と
し
て
法
律
家
の
立
場
）、
真
の
精

神
障
害
者
に
悪
影
響
が
あ
り
得
る
の
に
対
し
、
患
者
の
医
学
的
利
益
を
第
一
に
考
え
て
手
続
を
簡
略
化
す
れ
ば
（
主
と
し
て
精
神
科
医
の

立
場
）、
精
神
疾
患
で
な
い
者
を
誤
っ
て
収
容
す
る
危
険
を
生
ず
る
。
そ
こ
に
③
の
社
会
の
利
益
（
例
え
ば
公
共
の
秩
序
と
安
全
の
保
持
）

が
絡
ん
で
く
る
た
め
、問
題
は
一
層
複
雑
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
論
者
の
多
く
は
、②
の
要
素
を
重
視
し
な
が
ら
①
の
要
素
に
も
配
慮
し
て
、

妥
協
の
道
を
探
ろ
う
と
し
た
が
、
結
局
、
手
続
の
対
象
が
精
神
障
害
者
（
実
は
ま
だ
判
明
し
て
い
な
い
）
と
の
前
提
に
引
き
ず
ら
れ
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
手
続
論
に
は
、
強
制
入
院
の
根
拠
と
し
て
の
州
権
限
の
考
察
が
欠
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

あ
る
コ
メ
ン
ト
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
下
で
は
、
州
は
個
人
の
権
利
と
社
会
の
権
利
と
を
衡
量
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
対
し
、
パ
レ
ン
ス
・
パ
ト
リ
エ
の
下
で
は
、
聴
聞
を
受
け
る
個
人
の
権
利
と
聴
聞
に
よ
る
精
神
的
悪
影
響
を
避
け
る
個

人
の
利
益
と
の
衡
量
を
す
る
こ
と
に
な
る

）
73
（

。
前
者
の
場
合
、
社
会
的
利
益
が
強
力
で
あ
る
と
き
に
は
（
例
え
ば
精
神
障
害
者
の
突
発
的
な

暴
力
を
避
け
る
た
め
に
短
期
の
身
柄
拘
束
を
す
る
と
き
に
は
）、
事
前
の
聴
聞
を
省
略
し
う
る
と
解
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の
要
素
の

う
ち
主
と
し
て
①
と
③
と
の
衡
量
の
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
の
場
合
、
①
と
②
と
の
衡
量
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん

（
71
） 　H

enry W
eihofen, H

ospitalizing the M
entally Ill, 50 M

IC
H

. L. R
EV. 837, 838 (1952).

（
72
） 　N

ote, supra note 66, at 1180.

（
73
） 　C

om
m

ent, 75 H
A

RV. L. R
EV. 847 850 (1962).
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実
際
に
は
こ
の
よ
う
に
截
然
と
分
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
強
制
入
院
の
根
拠
が
手
続
の
あ
り
方
に
微
妙
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
期
の
議
論
に
は
そ
れ
が
欠
け
て
い
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

誰
が
強
制
入
院
の
対
象
と
な
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
十
分
な
掘
り
下
げ
が
な
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、

注
目
す
べ
き
理
論
的
展
開
も
見
ら
れ
た
。
も
と
も
と
強
制
入
院
の
発
端
は
危
険
な
精
神
障
害
者
の
拘
束
で
あ
っ
た
か
ら
、
圧
倒
的
多
数
の

州
法
が
実
体
要
件
と
し
て
「
自
他
へ
の
危
険
」
を
掲
げ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
は
い
え
、O

akes

判
決
（
一
八
四
五
年
）
以
来
、「
治
療
の

必
要
性
」
を
基
準
と
し
て
掲
げ
る
州
法
が
次
第
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
例
え
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
一
九
四
七
年
に
、
従
来
の
「
自

他
へ
の
危
険
」
に
加
え
て
「
治
療
の
必
要
性
」
を
規
定
し
て
い
る）

74
（

。

　

こ
の
よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
、
法
律
家
も
概
ね
支
持
を
表
明
し
た
が
、
前
の
時
期
と
比
べ
て
、
実
体
要
件
を
憲
法
の
観
点
か
ら
検
討
し

よ
う
と
す
る
態
度
が
目
立
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。「
自
他
へ
の
危
険
」
要
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
合
憲
性
は
当
然
視
さ
れ
て
い
た）

75
（

。

こ
の
時
期
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、「
治
療
の
必
要
性
」
要
件
の
合
憲
性
で
あ
る
。
こ
の
要
件
は
通
常
、
州
の
パ
レ
ン
ス
・
パ
ト
リ
エ
権

限
の
行
使
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
。
あ
る
論
者
は
、「
た
と
え
他
人
に
は
無
謀
に
見
え
る
や
り
方
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
や
り
方
で
人
生

を
生
き
る
権
利
は
自
由
の
重
要
な
側
面
で
あ
り
、
た
ぶ
ん
自
由
の
神
髄
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
認
め
る
一
方
で
、「
人
が
極
め
て
精
神
的

に
不
安
定
で
入
院
を
受
け
入
れ
る
か
否
か
に
つ
き
合
理
的
な
決
定
を
な
し
得
な
い
と
き
、
真
の
選
択
の
自
由
は
あ
り
え
ず
、
州
が
パ
レ
ン

ス
・
パ
ト
リ
エ
と
し
て
彼
に
代
わ
っ
て
決
定
を
な
す
の
が
適
当
で
あ
る
」
と
論
じ
た）

76
（

。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
精
神
障
害
者
で
あ
っ

て
も
「
合
理
的
決
定
」
を
な
し
う
る
者
に
つ
い
て
は
強
制
入
院
の
対
象
外
と
す
る
意
図
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
く
多
く
の
論
者
が
、

（
74
） 　Project, C

ivil C
om

m
itm

ent of the M
entally Ill, 14 U

.C
.L.A

.L.R
EV 822, 827 (1967).

（
75
） 　See e.g., R

oss, supra note 67, at 956.

（
76
） 　W

eihofen, supra note 71, at 860-61.
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精
神
疾
患
イ
コ
ー
ル
無
能
力
と
い
う
前
提
を
退
け
、「
治
療
の
必
要
性
」
要
件
に
「
無
能
力
」
の
認
定
を
要
求
し
て
い
る）

77
（

。
こ
の
点
は
、

パ
レ
ン
ス
・
パ
ト
リ
エ
権
限
の
歴
史
的
起
源
が
、
知
力
を
欠
く
児
童
・
精
神
障
害
者
の
保
護
に
あ
り
、
後
見
人
制
度
と
趣
旨
を
同
じ
く
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
当
然
の
限
定
で
は
あ
る
が
、
実
体
要
件
の
緻
密
化
努
力
の
端
緒
を
提
供
し
た
も
の
と
評
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

入
院
後
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
九
年
の
時
点
で
、
強
制
入
院
の
決
定
が
自
動
的
に
無
能
力
（incom

petency

）
の
決
定
と
な
る

と
す
る
州
が
一
八
州
あ
り
、
そ
う
で
な
い
州
で
も
無
能
力
で
あ
る
と
の
反
証
可
能
な
推
定
を
受
け
る
と
い
う
州
が
少
な
く
な
か
っ
た）

78
（

。
入

院
後
の
権
利
の
う
ち
、
通
信
の
自
由
は
パ
ッ
カ
ー
ド
夫
人
の
運
動
を
き
っ
か
け
に
各
州
で
次
第
に
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、

railroading

を
防
ぐ
手
段
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
州
法
の
中
に
は
、
病
院
外
の
文
通
相
手
を
患
者
に
指
名
さ
せ
、
そ
の
者
と
の
通
信
を
自

由
と
す
る
も
の
や
、
裁
判
所
、
担
当
行
政
機
関
等
一
定
の
機
関
ま
た
は
弁
護
士
と
の
通
信
を
自
由
と
す
る
も
の
が
あ
る）

79
（

。
こ
れ
ら
に
該
当

し
な
い
一
般
の
通
信
に
つ
い
て
は
病
院
側
が
制
限
し
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
通
信
を
自
由
と
す
る
州
は
、
一
九
五
九
年
時
点
で

は
わ
ず
か
二
州
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
な
お
、
面
会
に
つ
い
て
も
、
通
信
の
自
由
と
同
様
な
保
障
方
法
を
と
っ
て
い
た
。

　

こ
の
時
期
の
強
制
入
院
法
は
、
実
体
・
手
続
と
も
に
規
制
緩
和
の
方
向
を
打
ち
出
し
た
が
、
そ
れ
は
精
神
医
学
お
よ
び
精
神
科
病
院
へ

の
信
頼
感
に
支
え
ら
れ
、
長
年
の
精
神
科
医
の
主
張
を
認
め
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
法
律
家
の
多
く
は
、
結
論
と
し
て
は
医
学
と

の
妥
協
を
図
っ
た
も
の
の
、
強
制
入
院
制
度
の
様
々
な
局
面
に
つ
き
相
当
深
い
法
理
論
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
が
次

（
77
） 　R

oss, supra note 67, at 958 ; C
urran, supra note 36, at 291 ; C

om
m

ent, C
om

m
ents on a D

raft A
ct for the H

ospitalization of the M
entally Ill, 19 

G
EO. W

A
SH. L. R

EV. 512, 521 (1951).

（
78
） 　R

oss, supra note 67, at 1012-14.

（
79
） 　

Id. at 996-97.
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の
時
代
に
引
き
継
が
れ
、
憲
法
的
統
制
の
道
を
開
い
た
と
も
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
表
面
的
に
は
医
療
モ
デ
ル
の
絶
頂
期
と
い
っ
て
も

よ
い
こ
の
時
期
に
、
次
の
時
期
の
変
革
の
種
子
を
読
み
取
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（2）　

一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
「
革
命
」

　

植
民
地
時
代
か
ら
試
行
錯
誤
の
道
を
経
て
き
た
強
制
入
院
制
度
が
、
裁
判
所
を
舞
台
に
憲
法
の
観
点
か
ら
本
格
的
な
検
討
を
受
け
始
め

た
の
は
、
や
っ
と
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
の
約
十
五
年
間
、
精
神
科
医
療
に
関
す
る
法
領
域
は

前
例
の
な
い
変
革
を
経
験
し
た
。
こ
の
時
期
の
立
法
・
判
例
の
変
化
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
強
制
入
院
制
度
の
批
判
者
を
し
て
、

「
司
法
の
姿
勢
に
お
け
る
こ
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
と
程
度
は
驚
く
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
私
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
先
例
に
基
づ
い
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
大
幅
に
そ
し
て
急
速
に
変
化
し
た
法
分
野
の
例
を
私
は
知
ら
な
い
」）

80
（

と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
各
州
の
法
律
も
大
き

く
修
正
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
七
三
年
か
ら
の
五
年
間
に
三
四
州
が
強
制
入
院
法
を
改
正
し
て
お
り）

81
（

、
そ
れ
以
前
に
改
正
し

た
州
を
加
え
れ
ば
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
州
が
法
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

〔a〕　

強
制
入
院
の
実
体
要
件
の
激
変

（
80
） 　B

ruce Ennis, Judicial Involvem
ent in the P

ublic P
ractice of P

sychiatry, in L
AW

 A
N

D TH
E M

EN
TA

L H
EA

LTH P
R

O
FESSIO

N
S 6 (W

A
LTER E. B

A
RTO

N 

&
 C

H
A

LO
TTE J. S

A
N

B
O

R
N eds. 1978).　

州
・
連
邦
裁
判
所
に
係
属
中
の
精
神
障
害
者
に
関
す
る
訴
訟
は
、
一
九
七
三
年
に
は
約
三
〇
件
で
あ
っ
た
の
が
、

五
年
後
に
は
三
〇
〇
件
近
く
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
問
題
を
専
門
と
す
る
弁
護
士
の
数
は
、
一
九
七
一
年
に
は
十
人
程
度
だ
っ
た
の
が
、
一
九
七
八
年
に

は
千
人
を
超
え
た
と
い
う
。

（
81
） 　W

A
LTER E.W

. B
A

RTO
N &

 G
A

IL M
. B

A
RTO

N, E
TH

IC
S A

N
D L

AW
 IN M

EN
TA

L H
EA

LTH A
D

M
IN

ISTR
ATIO

N 193 (1984).
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従
来
、
法
律
家
の
関
心
は
、
正
常
な
者
が
誤
っ
て
あ
る
い
は
悪
意
に
よ
っ
て
強
制
的
に
入
院
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
精
神
科
医
は
な
る
べ
く
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
手
続
に
よ
っ
て
患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
い
わ

ば
入
口
の
段
階
で
議
論
を
交
わ
し
て
い
た
わ
け
で
、
そ
も
そ
も
精
神
障
害
者
の
う
ち
ど
の
よ
う
な
者
が
強
制
入
院
の
対
象
と
な
る
の
か
、

あ
る
い
は
そ
れ
は
憲
法
上
許
さ
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
よ
り
重
要
な
問
題
は
看
過
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
六
〇
年
代

後
半
に
な
る
と
、「
た
と
え
患
者
を
収
容
根
拠
別
に
分
類
す
る
こ
と
が
容
易
に
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、理
論
上
根
拠
を
区
別
す
る
こ
と
は
、

基
準
お
よ
び
手
続
の
選
択
の
た
め
に
、
ま
た
病
院
管
理
者
が
患
者
の
ケ
ア
に
お
け
る
治
療
の
自
由
を
制
限
す
る
際
の
指
針
を
得
る
た
め
に

も
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
が
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
体
要
件
の
緻
密
化
な
く
し
て
手
続
や
入
院
後
の
処
遇
の
評
価
は
で
き

な
い
こ
と
が
は
じ
め
て
明
確
に
意
識
さ
れ
た
と
い
え
る）

82
（

。

　

一
九
六
九
年
の
時
点
で
、
各
州
法
の
実
体
要
件
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
裁
判
所
が
入
院
に
関
与
す
る
司
法
的
入
院
手
続
を
も
つ

四
二
州
の
う
ち
、「
自
他
へ
の
危
険
」
を
唯
一
の
要
件
と
す
る
の
は
わ
ず
か
九
州
に
す
ぎ
ず
、
一
八
の
州
で
は
「
治
療
の
必
要
性
」
が
選

択
的
な
入
院
根
拠
と
さ
れ
て
い
た
。「
治
療
の
必
要
性
」を
唯
一
の
要
件
と
し
て
い
る
州
が
六
州
あ
っ
た
。
こ
の
他
、「
自
他
の
福
祉
の
要
求
」

と
い
う
や
や
広
範
な
基
準
を
規
定
し
て
い
る
の
が
六
州
、「
精
神
疾
患
」
以
外
に
基
準
を
も
た
な
い
の
が
二
州
あ
っ
た
。
特
異
な
の
は
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
、「
確
立
し
た
法
律
、
条
例
、
慣
習
ま
た
は
地
域
の
モ
ラ
ル
に
明
ら
か
に
反
す
る
ふ
る
ま
い
を
す
る
可
能
性
の
あ

る
者
」
と
い
う
定
義
を
「
精
神
病
者
」
に
与
え
て
強
制
入
院
の
対
象
と
し
て
い
た
。「
危
険
」
を
唯
一
の
要
件
と
す
る
州
が
、
一
九
五
九

年
に
は
わ
ず
か
四
州
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
時
点
で
は
増
加
し
て
い
る
と
は
い
え
て
も
、「
自
他
の
福
祉
」「
治
療
の
必
要
性
」

（
82
） 　N

ote, C
ivil C

om
m

itm
ent of the M

entally Ill: Theories and P
rocedures, 79 H

A
RV. L. R

EV. 1288, n.11 (1966). 

ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
同
様
な
問
題
意
識
を

持
っ
て
な
さ
れ
た
研
究
と
し
て
、Joseph. M

. Liverm
ore, C

arl P. M
alm

quist &
 Paul E. M

eehl, O
n the Justifications for C

ivil C
om

m
itm

ent, 117 U
. PA

. L. 

R
EV. 75 (1968).
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と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
基
準
を
も
つ
州
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

法
改
革
の
機
運
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の Lanterm

an-Petris-Short A
ct

（LPS

法
）（
一
九
六
七
年
）

で
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
は
、
一
九
四
七
年
に
加
え
ら
れ
た
「
治
療
の
必
要
性
」
要
件
を
再
び
削
除
し
、「
切
迫
し
た
危
険
（im

m
inently 

dangerous
）」
と
「
重
度
障
害
（gravely disabled

）」
と
い
う
二
つ
の
要
件
に
限
定
し
た）

83
（

。
後
者
は
、「
食
物
、
衣
服
、
ま
た
は
住
居
に
対

す
る
基
本
的
ニ
ー
ズ
を
ま
か
な
う
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
単
な
る
「
治
療
の
必
要
性
」
を
超
え
る
も

の
で
、
あ
る
意
味
で
は
「
自
身
へ
の
危
険
」
に
近
い
基
準
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
以
後
の
法
改
正
は
概
ね
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
と
軌

を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た）

84
（

。

　

こ
の
法
律
と
同
様
、
い
や
そ
れ
以
上
の
ハ
ー
ド
ル
を
強
制
入
院
に
設
け
よ
う
と
す
る
判
例
も
現
れ
た
。
そ
れ
が
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
東

部
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
に
よ
る Lessard v. Schm

idt 

判
決
（
一
九
七
二
年
））

85
（

で
あ
る
。
こ
の
判
決
こ
そ
が
、
上
記
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
法
と
と
も
に
、
全
米
の
強
制
入
院
法
を
劇
的
に
変
革
さ
せ
た
震
源
地
で
あ
っ
た
。
ま
ず
判
決
は
「
危
険
」
に
つ
い
て
限
定
解
釈
を
行
い
、

「
も
し
そ
の
者
が
拘
束
さ
れ
な
け
れ
ば
自
身
ま
た
は
他
人
に
直
ち
に
危
害
を
及
ぼ
す
顕
著
な
可
能
性
」）

86
（

の
立
証
を
要
す
る
と
し
た
後
、「
将

来
の
行
為
を
予
測
す
る
試
み
は
常
に
難
し
く
、
そ
の
よ
う
な
予
測
に
基
づ
く
収
容
は
常
に
疑
い
を
も
っ
て
見
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
も

し
適
正
な
立
証
責
任
が
果
た
さ
れ
、
危
険
性
が
自
他
に
対
し
て
重
大
な
危
害
を
及
ぼ
す
最
近
の
明
白
な
行
為
、
未
遂
、
ま
た
は
威
嚇
の
認

（
83
） 　C

A
L. W

ELF. &
 IN

ST'N
S C

O
D

E 

§5008 (h).

（
84
） 　

一
九
七
八
年
ま
で
に
、
四
八
州
が
「
自
他
へ
の
切
迫
し
た
危
険
」
と
い
う
要
件
を
採
用
し
た
。V

irginia A
. H

iday &
 Stephen J. M

arkell, C
om

ponents of 

D
angerousness: Legal Standards in C

ivil C
om

m
itm

ent, 3 IN
T'L J. L. &

 P
SY

C
H

IATRY 405 (1980). 

（
85
） 　Lessard v. Schm

idt, 349 F. Supp. 1078 (E. D
. W

is. 1972).

（
86
） 　

Id. at 1093.
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定
に
基
づ
い
て
い
れ
ば
、
強
制
入
院
が
正
当
化
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
う
る
」）

87
（

と
述
べ
た
。
後
者
の
要
件
（
明
白
危
険
行
動
の
要
件
）
は
、

そ
の
後
多
く
の
州
法
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

法
改
正
が
一
段
落
し
た
一
九
八
一
年
時
点
の
各
州
の
実
体
要
件
を
見
て
お
こ
う）

88
（

。
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
以
外
の
す
べ
て
の
州
で
「
自

他
へ
の
危
険
」
要
件
を
規
定
し
て
い
る
。Lessard

判
決
が
打
ち
出
し
た
「
明
白
危
険
行
動
」
要
件
を
持
つ
も
の
が
一
七
州
あ
る
。
ま
た
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
に
な
ら
っ
て
、「
重
度
障
害
」
あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
要
件
を
規
定
す
る
州
が
三
〇
に
の
ぼ
る
の
も
、
大
き
な

特
徴
で
あ
る
。「
治
療
の
必
要
性
」
の
み
で
強
制
入
院
さ
せ
う
る
の
は
二
州
の
み
だ
っ
た
。
こ
の
数
字
か
ら
、「
治
療
の
必
要
性
」
の
み
に

基
づ
く
強
制
入
院
が
極
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
況
が
明
確
に
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

連
邦
最
高
裁
判
所
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
実
体
要
件
の
合
憲
性
を
ま
だ
判
断
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
一
九
七
五
年
の O

'C
onnor v. 

D
onaldson

）
89
（

 

に
若
干
の
示
唆
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
判
決
は
、「
州
は
、
一
人
で
ま
た
は
援
助
の
意
志
と
責
任
を
も
つ
家
族
や
友

人
の
助
け
を
得
て
、
自
由
の
う
ち
に
安
全
に
生
き
て
い
け
る
危
険
で
な
い
者
を
、
他
に
何
の
理
由
も
な
い
の
に
（w

ithout m
ore

）
収
容

す
る
こ
と
は
憲
法
上
で
き
な
い
」）

90
（

と
だ
け
述
べ
て
、
治
療
の
目
的
の
み
で
強
制
的
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
争
点
を
明
確

に
拒
絶
し
た）

91
（

。
こ
の
判
決
は
、「
治
療
の
必
要
性
」
か
ら
「
危
険
」
へ
と
い
う
流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
の
、「
治

療
の
必
要
性
」
要
件
の
合
憲
性
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
た
め
に
、州
の
議
会
に
あ
る
程
度
の
選
択
肢
を
与
え
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
87
） 　

Id.

（
88
） 　C

om
m

ent, Involuntary C
ivil C

om
m

itm
ent: The Inadequacy of E

xisting P
rocedural and Substantive P

rotections, 28 U
. C

. L. A
. L. R

EV. 906, 944-
47 (1981).

（
89
） 　O

'C
onnor v. D

onaldson, 422 U
.S. 563 (1975).

（
90
） 　

Id. at 576.

（
91
） 　

Id. at 573.
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実
体
要
件
を
「
危
険
」
し
か
も
「
切
迫
し
た
危
険
」
の
場
合
に
限
り
、
そ
の
立
証
に
「
最
近
の
明
白
危
険
行
動
」
の
認
定
を
要
す
る
と

い
う
州
法
の
傾
向
は
、
実
体
要
件
と
憲
法
と
を
調
和
さ
せ
る
た
め
の
必
要
最
小
限
の
条
件
で
あ
っ
た
。
強
制
入
院
の
要
件
を
こ
の
よ
う
に

厳
格
化
す
る
の
は
、
法
の
論
理
の
貫
徹
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
。
こ
の
判
決
の
脚
注
に
も
引
用
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、「
文
明
社
会
の
成
員
に
対
し
、
彼
の
意
志
に
反
し
て
、
正
当
に
権
力
を
行
使
し
う
る
唯
一
の
目
的
は
、
他
人
に
対
す
る
危
害

の
防
止
で
あ
る
。
彼
自
身
の
幸
福
は
、
物
質
的
な
も
の
で
あ
れ
道
徳
的
な
も
の
で
あ
れ
、
十
分
な
正
当
化
と
な
る
も
の
で
は
な
い
」
と
す

る
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
自
由
原
理
は
、
法
の
世
界
で
広
く
承
認
さ
れ
て
い
る
。「
他
人
に
対
す
る
危
害
の
防
止
」
以
外
の
理
由
に
基
づ
く
自

由
の
制
限
が
強
い
疑
い
の
念
を
も
っ
て
見
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
「
治
療
の
必
要
性
」
に
よ
る
強
制
入
院
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
極

め
て
困
難
と
な
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
あ
る
者
に
と
っ
て
治
療
が
必
要
か
否
か
の
判
定
は
、
医
師
の
ほ
と
ん
ど
全
面
的
な
裁
量
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
決
定
の
主
観
性
を
免
れ
な
い）

92
（

。

　

公
立
精
神
科
病
院
が
「
治
療
の
場
」
で
は
な
い
と
い
う
現
実
と
法
の
論
理
を
調
和
さ
せ
る
た
め
に
進
め
ら
れ
た
強
制
入
院
の
「
刑
事
手

続
化
」
は
、
強
制
入
院
患
者
数
を
激
減
さ
せ
た
も
の
の
、
一
方
で
は
精
神
科
病
院
を
一
層
治
療
か
ら
遠
ざ
け
る
結
果
を
招
い
た
。「
危
険
」

要
件
に
合
致
し
な
い
精
神
障
害
者
の
中
に
は
、
入
院
し
な
く
て
も
自
分
や
他
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
生
命
、
健
康
に
直
ち
に

重
大
な
危
機
が
訪
れ
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
受
診
を
勧
め
ら
れ
て
も
拒
否
し
、
家
族
に
多
大
な
経
済
的
・
精
神
的
負
担
を
か
け
る
と

と
も
に
、
自
ら
も
社
会
的
に
深
く
傷
つ
く
人
々
が
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
問
題
を
社
会
が
ど
う
評
価
す
る
か
に

よ
っ
て
、
法
の
態
度
も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
大
都
市
で
ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
っ
て
い
る
か
つ
て
の
入
院
患
者
を
目
の
当
た
り
に
し
た
社

（
92
） 　

あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
入
院
治
療
を
要
す
る
と
医
師
が
判
断
し
た
人
々
を
無
作
為
に
二
集
団
（
外
来
、
入
院
）
に
分
け
た
と
こ
ろ
、
外
来
患
者
の
方
が
入

院
患
者
よ
り
も
回
復
が
早
か
っ
た
と
い
う
。B

ruce J. Ennis &
 Thom

as R
. Litw

ack, P
sychiatry and the presum

ption of E
xpertise: F

lipping C
oins in the 

C
ourtroom

, 62 C
A

LIF. L. R
EV. 693, 717-18 (1974).
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会
は
、
法
改
革
の
正
し
さ
に
自
信
を
失
い
、
新
た
な
道
を
模
索
し
は
じ
め
る
。

　

こ
こ
で
、
最
高
裁
がO

'C
onnor

判
決
に
お
い
て
、
実
体
要
件
の
合
憲
性
を
確
定
し
な
か
っ
た
こ
と
が
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
現

在
で
も
「
危
険
」
要
件
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
に
対
す
る
修
正
と
い
う
現
象
も
起
こ
っ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代

終
わ
り
頃
か
ら
、
一
部
の
州
で
は
、
実
体
要
件
を
再
び
緩
や
か
に
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
重
度
障
害
」
や
「
自
身

へ
の
危
険
」
の
定
義
を
拡
張
す
る
と
い
う
形
で
、
病
状
の
深
刻
な
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
入
院
を
可
能
に
す
る
改
正
が
行
な
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
ラ
ス
カ
州
で
は
、「
重
度
障
害
」
の
定
義
と
し
て
、
従
来
の
「
衣
食
住
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
を
充
足
し
え

な
い
状
態
」
に
加
え
て
、「
従
前
の
自
立
生
活
能
力
の
重
大
な
悪
化
の
お
そ
れ
」
の
場
合
に
も
入
院
を
認
め
て
い
る）

93
（

。
ま
た
、
ア
リ
ゾ
ナ

州
は
「
自
身
へ
の
危
険
」
の
な
か
に
、「
入
院
し
な
け
れ
ば
、
重
篤
な
疾
患
に
な
る
」
場
合
を
加
え
て
い
る）

94
（

。

　

現
時
点
で
も
「
危
険
」
要
件
は
全
州
に
あ
り
、「
重
度
障
害
」
も
四
六
州
に
存
在
す
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
半
数
以
上
の
州
に
「
治

療
の
必
要
性
」
要
件
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る）

95
（

。

〔b〕　

入
院
手
続
の
刑
事
手
続
化

　

前
の
時
期
に
手
続
は
か
な
り
緩
和
さ
れ
た
が
、
公
立
精
神
科
病
院
の
信
用
が
地
に
落
ち
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
こ
の
時
期
、
入

院
手
続
を
厳
格
に
し
て
誤
っ
た
強
制
入
院
を
で
き
る
限
り
防
止
し
よ
う
と
社
会
が
試
み
た
の
は
理
の
当
然
で
あ
ろ
う
。
変
革
の
火
ぶ
た
を

切
っ
た
の
は
こ
こ
で
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の Lanterm

an-Petris-Short A
ct

だ
っ
た
。
こ
の
法
律
の
下
で
は
、
強
制
入
院
の
要
件
に
該

（
93
） 　A

laska Stat. A
nn. 47. 30. 915 (7) (B

).

（
94
） 　A

riz. R
ev. Stat. A

nn. 36-501 (5) (b).

（
95
） 　C

ivil C
om

m
itm

ent Law
s: A

 Survey of the States （
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
政
府
サ
イ
ト
）（
二
〇
一
四
年
七
月
二
一
日
）
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当
す
る
と
思
わ
れ
る
者
を
、
診
察
・
治
療
の
た
め
七
二
時
間
に
限
っ
て
拘
束
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る）

96
（

。
次
に
そ
の
者
が
入
院
基
準
に
合
致

す
る
場
合
、
一
四
日
間
の
集
中
治
療
が
認
め
ら
れ
る）

97
（

。
さ
ら
に
そ
の
後
、
一
八
〇
日
を
限
度
と
す
る
入
院
を
強
制
す
る
た
め
に
は
、
患
者

に
弁
護
人
選
任
権
や
陪
審
審
理
を
受
け
る
権
利
な
ど
を
与
え
た
う
え
で
、
裁
判
所
で
審
問
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

98
（

、
と
い
う
の
が
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
の
定
め
る
手
続
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
法
は
進
歩
的
立
法
の
模
範
と
さ
れ
、
他
州
の
法
改
革

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
五
〇
年
代
に
増
え
た
非
司
法
的
入
院
手
続
を
持
つ
州
は
確
実
に
減
少
し
、
刑
事
手
続
類
似
の
手
続

を
規
定
す
る
州
が
大
部
分
と
な
っ
た
。
さ
て
、
州
法
の
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
憲
法
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

強
制
入
院
の
根
拠
が
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
で
あ
る
か
パ
レ
ン
ス
・
パ
ト
リ
エ
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
手
続
の
適
正
さ
の
考
察
が
変
わ
っ
て

く
る
が
、
州
法
は
根
拠
の
違
い
に
よ
る
手
続
の
区
別
を
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
が
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
。
本
来
、
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー

に
よ
る
強
制
入
院
は
、
危
険
な
精
神
障
害
者
を
隔
離
す
る
と
い
う
社
会
防
衛
的
見
地
に
立
つ
も
の
で
あ
る
う
え
、
危
険
の
「
予
測
」
に
基

づ
く
と
い
う
誤
り
を
避
け
が
た
い
性
質
を
帯
び
て
い
る
。
こ
れ
に
十
分
な
手
続
的
保
護
を
与
え
な
い
理
由
を
見
い
出
す
の
は
困
難
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
刑
事
領
域
で
憲
法
上
要
求
さ
れ
て
い
る
手
続
的
保
護
は
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
に
よ
る

強
制
入
院
を
治
療
提
供
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
般
に
は
強
制
入
院
手
続
に
お
け
る
手
続
的
保
護

の
不
足
は
治
療
提
供
と
い
う
目
的
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る

）
99
（

。

　

パ
レ
ン
ス
・
パ
ト
リ
エ
の
場
合
に
手
続
緩
和
が
当
然
視
さ
れ
た
理
由
は
、
州
の
動
機
が
懲
罰
的
で
は
な
く
慈
善
的
で
あ
る
こ
と
、
対
審

（
96
） 　C

A
L. W
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ST'N
S C

O
D

E 

§5150-5157.

（
97
） 　
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§5250-5259.

（
98
） 　

Id. at 

§5300-5309.

（
99
） 　N

ote, The N
ascent R

ight to Treatm
ent, 53 V

A. L. R
EV. 1134, 1138-40 (1967).
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手
続
は
患
者
に
精
神
的
外
傷
を
与
え
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
っ
た）

100
（

。
と
こ
ろ
が
、
連
邦
最
高
裁
は
一
九
六
七
年
、
同
様
に
パ
レ
ン
ス
・
パ
ト

リ
エ
の
行
使
で
あ
る
少
年
審
判
手
続
の
事
件
で
、
手
続
的
保
護
の
緩
和
の
正
当
化
理
由
と
し
て
パ
レ
ン
ス
・
パ
ト
リ
エ
を
用
い
る
こ
と
を

拒
絶
し
た）

101
（

。
こ
の
判
決
は
、
刑
事
か
民
事
か
に
関
わ
り
な
く
少
年
の
収
容
は
自
由
の
剥
奪
を
構
成
す
る
と
し
た
う
え
で
、
州
の
良
性
意
図

は
手
続
の
代
用
物
と
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
に
も
同
趣
旨
の
判
決
が
出
た）

102
（

。
両
判
決
が
基
礎
に
置
い
た
身
体
的
自
由
、

ス
テ
ィ
グ
マ
か
ら
の
自
由
と
い
う
個
人
的
利
益
は
少
年
審
判
手
続
に
固
有
な
も
の
で
は
な
く
、
強
制
入
院
の
場
合
に
も
そ
の
ま
ま
当
て
は

ま
る
。
そ
こ
で
こ
の
後
の
下
級
裁
判
所
判
例
の
中
に
は
、
両
判
決
の
法
理
を
強
制
入
院
に
適
用
し
て
厳
格
な
手
続
的
保
護
を
要
求
す
る
も

の
が
相
次
い
だ
。
例
え
ば
、Lessard v. Schm

idt 

は
、
強
制
入
院
に
伴
う
多
大
な
権
利
喪
失
（
契
約
・
免
許
・
結
婚
等
）、
ス
テ
ィ
グ
マ

等
を
考
え
れ
ば
刑
事
手
続
と
同
様
な
手
続
的
保
護
が
憲
法
上
要
求
さ
れ
る
と
し
て
、
告
知
、
迅
速
な
裁
判
所
で
の
審
理
、
合
理
的
疑
い
の

余
地
の
な
い
証
明
、
弁
護
人
の
効
果
的
援
助
、
自
己
負
罪
拒
否
特
権
、
伝
聞
証
拠
の
排
除
、
陪
審
審
理
を
受
け
る
権
利
等
を
デ
ュ
ー
・
プ

ロ
セ
ス
の
要
求
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
少
年
手
続
と
強
制
入
院
を
区
別
し
て
後
者
に
お
け
る
手
続
緩
和
を
支
持
す
る
判
例
も
あ
っ

た）
103
（

。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
州
は
患
者
の
最
善
の
利
益
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
、
実
体
基
準
は
医
学
的
構
成
要
素
か
ら
成

る
か
ら
手
続
的
保
護
が
必
ず
し
も
正
確
性
増
進
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
流
れ
の
違
い
は
、
結
局
、
強
制
入

院
対
象
者
の
〈
自
由
〉
を
重
く
見
る
か
、
そ
れ
と
も
患
者
の
〈
福
祉
〉
に
重
点
を
置
く
か
と
い
う
、
す
で
に
百
年
来
続
い
て
い
る
議
論
の

再
現
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
全
体
的
に
み
て
、「
聴
聞
の
種
々
の
結
果
、
施
設
に
お
け
る
収
容
、
お
よ
び
個

（
100
） 　W

eihofen, supra note 71, at 844-49.

（
101
） 　

In re G
ault, 387 U

.S. 1 (1967).

（
102
） 　

In re W
inship, 397 U

.S. 358 (1970).

（
103
） 　

See, e.g., Lynch v. B
axley, 386 F. Supp. 439, 378 (M

. D
. A

la. 1974).
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人
的
自
由
の
喪
失
は
、
強
制
入
院
に
お
い
て
も
刑
事
手
続
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
同
一
で
あ
る
」）

104
（

と
い
う
認
識
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
傾
向
に
水
を
差
す
か
の
よ
う
に
、
連
邦
最
高
裁
は
一
九
七
九
年
、A

ddington v. Texas

）
105
（

に
お
い
て
、
パ
レ
ン
ス
・
パ
ト
リ
エ

に
よ
る
手
続
緩
和
を
認
め
る
判
決
を
下
し
た
。
同
判
決
に
よ
れ
ば
、
少
年
手
続
は
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
争
点
に
関
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、
強
制
入
院
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
、「
重
篤
な
精
神
疾
患
に
罹
患
し
治
療
を
必
要
と
し
て
い
る
者
は
完
全
に
は
自
由

で
な
い
し
、
ス
テ
ィ
グ
マ
か
ら
免
れ
て
も
い
な
い
。・
・
・
し
た
が
っ
て
、
精
神
障
害
者
が
『
自
由
に
な
る
（go free

）』
方
が
、
精
神
的

に
正
常
な
者
が
収
容
さ
れ
る
よ
り
も
は
る
か
に
よ
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」）

106
（

と
述
べ
て
、
入
院
に
よ
っ
て
州
の
パ
レ
ン
ス
・
パ
ト
リ

エ
の
利
益
と
個
人
の
自
由
利
益
の
双
方
が
充
足
さ
れ
る
と
し
た
。
こ
の
部
分
か
ら
は
最
高
裁
が
精
神
障
害
者
の
自
由
を
ど
う
見
て
い
る
か

が
明
確
に
う
か
が
わ
れ
る
。
精
神
障
害
者
は
真
に
自
由
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
治
療
を
受
け
さ
せ
て
真
の
自
由
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
は

入
院
さ
せ
損
な
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
反
面
と
し
て
、
入
院
要
件
に
該
当
し
な
い
者
を
誤
っ

て
入
院
さ
せ
る
際
の
自
由
損
失
の
重
大
性
は
、
相
対
的
に
軽
視
さ
れ
て
い
る
。〈
自
由
〉
か
〈
福
祉
〉
か
と
い
う
論
議
に
対
し
て
、
後
者

に
肩
入
れ
す
る
決
定
を
最
高
裁
が
下
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
っ
と
も
、Addington

判
決
以
前
に
お
い
て
も
、多
く
の
州
法
は
刑
事
手
続
と
完
全
に
同
じ
手
続
を
導
入
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、

同
判
決
も
一
定
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
保
護
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
降
の
州
法
・
判
例
が
劇
的
に
変
わ
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
手
続
規
制
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
実
体
基
準
の
場
合
ほ
ど
七
〇
年
代
か
ら
の
後
退
が
目
立
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
104
） 　Stam

us v. Leonhardt, 414 F. Supp. 439, 447 (S. D
. Iow

a 1976).

（
105
） 　A

ddington v. Texas, 441 U
.S.418 (1979).

（
106
） 　

Id. at 428.
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実
体
基
準
に
つ
い
て
は
、
八
〇
年
代
に
は
い
っ
て
、
各
州
法
に
お
け
る
「
治
療
の
必
要
性
」
要
件
の
増
加
、「
危
険
」「
重
度
障
害
」
の
定

義
拡
大
と
い
う
形
で
変
化
が
見
ら
れ
る
が
、
手
続
に
つ
い
て
は
明
確
な
形
で
の
変
化
は
見
い
出
せ
な
い
。
精
神
医
学
の
側
に
は
、
ア
メ
リ

カ
法
に
お
け
る
手
続
的
権
利
の
重
要
性
が
か
な
り
認
識
さ
れ
、
法
の
側
で
も
、
厳
格
な
手
続
が
問
題
解
決
に
直
結
し
な
い
こ
と
が
理
解
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

実
体
要
件
に
つ
い
て
も
、
入
院
手
続
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
強
制
入
院
制
度
に
関
し
て
考
慮
す
べ
き
な
の
は
、
精
神
障
害
者
の
〈
自
由
〉

な
の
か
そ
れ
と
も
〈
福
祉
（
健
康
）〉
な
の
か
、
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
の
違
い
が
、
結
論
を
左
右
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
者
の

考
え
方
の
代
表
格
と
も
い
え
るLessard

判
決
で
は
、
強
制
入
院
に
伴
う
自
由
の
損
失
は
刑
事
手
続
に
匹
敵
す
る
か
ら
、
入
院
に
対
す
る

ハ
ー
ド
ル
は
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
よ
い
、
と
さ
れ
る
（〈
自
由
〉
を
重
視
）。
こ
れ
に
対
し
てA

ddington

判
決
に
代
表
さ
れ
る
後
者
の
立

場
に
よ
れ
ば
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
設
け
て
治
療
を
必
要
と
し
て
い
る
精
神
障
害
者
を
強
制
入
院
制
度
か
ら
除
外
す
る
こ
と
の
不
当
性
が
強

調
さ
れ
る
（〈
福
祉
〉
を
重
視
）。

　

強
制
入
院
制
度
に
関
わ
る
各
判
決
の
結
論
の
違
い
に
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
基
本
的
な
哲
学
の
相
違
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ほ
か
に
も
、
精
神
科
診
断
に
対
す
る
信
頼
性
、
精
神
科
病
院
の
治
療
能
力
に
つ
い
て
の
評
価
、
精
神
障
害
者
の
行
動

に
対
す
る
社
会
の
態
度
な
ど
、
強
制
入
院
法
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
素
は
少
な
く
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
強
制
入
院
制
度
が
必
ず
し
も

堅
固
な
土
壌
の
上
に
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
事
実
を
、
認
識
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

﹇
付
記
﹈

　

西
村
裕
三
先
生
に
は
、
広
島
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
（
当
時
）
在
学
時
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
憲
法
・
ア
メ
リ
カ
法
研
究

に
関
し
て
有
益
な
助
言
を
数
多
く
い
た
だ
く
な
ど
、公
私
に
わ
た
っ
て
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
。こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




